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成人
おめでとう！
　５月３日、フレンドリープラザを会場に「平成２３年度
川西町成人式」が行われ、１８７名の方が晴れ着に身を包
み成人を迎えました。
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６
次
産
業
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、　

所
得

向
上
に
向
け
て
、
川
西
ブ
ラ
ン
ド

確
立
、
特
産
品
フ
ェ
ア
・
こ
ま
つ

市
の
開
催
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
な
ど
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
よ
り
一
層
町
民

の
皆
さ
ん
の
所
得
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

産
業
振
興
課
内
に
６
次
産
業
推
進

室
を
設
置
し
、
町
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
６
次

産
業
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

朝食ができる朝市

平成２３年度の主な事業

こまつ市
　５月１４日、ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場で、
今年度初めてのこまつ市を開催します。今回は、「がんば
ろう川西！」をテーマに、朝から元気を提供します。
　こまつ市では、町内の商工業者や産直等の２０団体によ
る特産品や新鮮な食材を買い求められることから、町内外
から多数のお客様が訪れます。ぜひご来場ください。
○本年度開催日程
　６月１１日㈯　　７月９日㈯
　８月１２日㈮　　９月１０日㈯
　１０月８日㈯　　１１月５日㈯
○開催時間
　午前７時～８時３０分
※８月開催時は午前７時～８時
○開催場所
　ＪＡ山形おきたま　川西支店東側駐車場

問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

こまつ市に参加してよかったことは？

　平成１９年にこまつ市がスタートしてからずっと参加させ
ていただいています。こまつ市には町内外から多くの方が訪
れるので、いろいろな方と知り合えるきっかけになっていま
す。おかげさまで、少しずつ口コミで広がり川西町の方だけ
ではなく、町外の方にも注文をいただいています。
　また私たち自身、お客様と話すのを楽しみにしているので、
今年も参加し、こまつ市を盛り上げていきたいと思います。
こまつ市はお客様との距離が近いのがいいですね。

よしじま四季の市
（写真左から）

齋藤　はま子　さん
島貫　美恵子　さん
小杉　かつ江　さん
安部　マツヨ　さん

こまつ市は口コミで広がるきっかけとなっています

Interview
川西ブランド確立事業
○６次産業化を推進する事業を行う団体に対する

補助金（特産品の生産拡大や産直の整備・充実
支援など）　補助金額は事業費の１／２以内で
上限５０万円

○募集締切　
　６月３０日㈭

販売チャネル多角化支援事業
（ホームページ作成事業）

○農産物等の販路拡大を図るインターネット
ショップ開設などの支援補助金（補助金額は作
成費用の１／２以内で上限１０万円）

○募集締切
　６月３０日㈭

６次産業化推進計画検討委員を
募集します

　平成２４年度までに町の６次産業化推進計画を
作るため、今年度から検討を進めてまいりますが、
戦略的品目の選定や拠点施設の整備について、広
く意見を聴くために検討委員を公募いたします。
○応募資格
　川西町在住の２０歳以上で６次産業に関心のあ
　る方
○募集人員
　２名（委員１０名中）
○委員の任期
　平成２３年度から１年間
○募集締切　
　５月３１日（火）

やまがた６次産業ビジネススクール
受講者を募集します

　農産物の加工による新商品開発、産直施設の設
置・経営など、６次産業への取り組みを検討され
ている方へ研修の機会を提供するため、受講生を
募集いたします。
○応募資格
　川西町在住の２０歳以上で６次産業への取り組
　みを検討されている方
○募集人員
　２名
○研修先
　㈱フィデア総合研究所が開催するビジネスス
クールの受講

○受講料
　町の委託事業により個人負担は無料

※上記の件については下記までお問い合わせくだ
さい。
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

明るく元気にこまつ市を盛り上げる
「よしじま四季の市」のみなさんに
インタビューをしました

６
次
産
業
化
と
は

　

６
次
産
業
化
と
は
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
今
村
奈
良
臣
氏
が
提

唱
し
た
も
の
で
、「
１
次
産
業
×

２
次
産
業
×
３
次
産
業
＝
６
次
産

業
」
に
な
る
べ
き
だ
と
す
る
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
農
家
が
農

産
物
の
生
産
だ
け
を
行
う
の
で
は

な
く
、
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
食

品
を
生
産
し
、
販
売
ま
で
手
が
け

る
総
合
産
業
に
す
る
こ
と
で
、
所

得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

本
町
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
基
軸
に
し
て
農
産
物
等
の

付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
の
所
得

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
農
業
者
が
生
産
（
１
次
産
業
）、

食
品
加
工
（
２
次
産
業
）、
流
通
・

販
売
（
３
次
産
業
）
を
一
体
的
に

行
う
６
次
産
業
化
」
と
「
農
業
者

と
商
工
業
者
が
連
携
し
て
行
う
６

次
産
業
化
」
の
両
面
か
ら
総
合
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

　

町
で
は
、
具
体
的
な
推
進
方
策

や
将
来
の
拠
点
施
設
整
備
も
見
据

え
た
「
６
次
産
業
化
推
進
計
画
」

の
検
討
を
進
め
る
と
同
時
に
、
６

次
産
業
化
に
つ
な
が
る
戦
略
的
品

目
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
に
取
り
組
も

う
と
す
る
方
へ
の
研
修
の
場
の
提

供
の
ほ
か
、
紅
大
豆
を
は
じ
め
と

し
た
特
産
品
の
振
興
や
新
た
に
販

路
拡
大
を
目
指
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
る
方
に
対
し
、
経
費

の
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
川
西
ブ
ラ
ン
ド
確
立
、
特

産
品
フ
ェ
ア
・
こ
ま
つ
市
の
開
催
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

に
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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自
然
の
〝
力

ち
か
ら

〟
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
！

　　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え

で
、
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
「
電
気
」「
ガ
ス
」「
ガ
ソ
リ

ン
」
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
も
し

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
な
っ
た

ら
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
Ｍ
９
・

０
の
大
地
震
に
よ
る
「
東
日
本
大

震
災
」。
本
町
で
は
幸
い
に
も
停

電
や
断
水
な
ど
、
大
き
な
イ
ン
フ

ラ
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

数
日
間
に
わ
た
り
ガ
ソ
リ
ン
や
灯

油
が
な
く
な
る
深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
不
足
に
陥
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
か
月
後
に
起
き
た
大
き
な
余
震

で
は
、本
町
で
も
停
電
が
発
生
し
、

約
９
時
間
、
電
気
が
使
え
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
地
震
を
受
け
、
全

国
的
に
は
ま
だ
ま
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
が
続
い
て
い
る
状
況
も
あ

り
、
今
改
め
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
〝
重
要
性
〟
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

〝
新
し
い
〟
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　

今
、
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石

燃
料
に
代
わ
る
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
、
自
然
の
力
を
利
用
し

た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
太
陽
光
や
雪

を
使
っ
た
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、

廃
棄
物
を
利
用
し
た
「
廃
棄
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
」、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
動
車
な
ど
の
「
従
来
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
利
用
形
態
」
の

３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
従

来
の
化
石
燃
料
に
比
べ
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
な
ど
が
大
幅
に
削

減
で
き
る
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

川
西
町
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

本
町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
18

年
か
ら
27
年
ま
で
の
10
年
間
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
を
示
し

た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
平
成
19
年
フ
レ
ン
ド
リ

ー
プ
ラ
ザ
に
導
入
し
た
「
雪
冷
房

シ
ス
テ
ム
」
や
、
町
内
民
間
事
業

所
で
実
施
し
て
い
る
、
使
用
済
み

油
を
精
製
し
て
利
用
す
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ

燃
料
製
造
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
町
で
は
昨
年
度
よ
り
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
町
内
の
住
宅
に
新
規
に
太
陽
用

発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
さ
れ
る
方

に
補
助
金
（
最
大
12
万
円
）
を
交

付
す
る
も
の
で
、
23
件
の
方
が
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
件
数
は
21

年
度
の
町
内
の
設
置
数
の
倍
以
上

と
な
っ
て
お
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
対
し
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経

験
者
、
町
民
、
事
業
所
の
代
表
者

等
で
構
成
す
る
「
川
西
町
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
協
議
会
」
を
設

置
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

●対象
　国の住宅用太陽光発電導入支援対策補助事業の交
付決定を受けた方で、居住する町内の住宅または敷
地内の車庫等に新規に設置する方。
●補助金額
　対象システムの太陽電池の最大出力（4kwを上限）
に、３万円をかけた額。最大 12 万円。

●補助件数
　23 件程度　予算に達した段階で締め切ります。
●申請方法
　町まちづくり課に所定の申請書と国の補助事業交
付決定通知書の写しを提出してください。
※国の補助事業の詳しい内容は、Ｊ－ＰＥＣ太陽
光発電普及拡大センターのホームページ（http://
www.j-pec.or.jp/）をご覧ください。

■内　　容
・本町の新エネルギー施策が計画に沿って進められて
いるかの点検・評価

・新エネルギーに関する情報提供・意見交換
■応募資格　町内在住または在勤の１８歳以上の方
■募集人員　３名程度（委員１３名中）

■任　　期　２年間
■会議回数　２年間４回程度
■応募方法　応募用紙（まちづくり課、中央公民館、
各地区交流センターに備えつけ）に所定の事項を記
入し、６月３日㈮まで役場まちづくり課に郵送また
はファクシミリでお送りください。

　町では地球温暖化対策の一環として、新エネルギーの
導入を積極的に進めるために、太陽光発電設置費用の補
助制度を設けています。国の補助事業と併せてご活用く
ださい。

　町では、平成１７年度に策定した「川西町地域新エ
ネルギービジョン」に基づき、町民・事業者・行政が
連携し、協働による新エネルギーの導入促進を図るた
め、学識経験者・町民・事業所の方等で構成する標記
協議会を平成１８年度に設置し、ビジョンの施策に対
する貴重なご意見、ご提言等を頂いてきました。
　広く町民の皆さんと町の新エネルギーに関する話し

合いを行い、ビジョン施策の進捗状況の点検・評価や
情報・意見の交換、提言等をいただくため、平成２３
年度から２４年度の２年間の任期で協議会の町民委員
を募集します。
　新エネルギーや環境問題に興味や関心のある方、ま
たは新エネルギーを活用したまちづくりに意欲のある
方の応募をお待ちしております。

“川西町新エネルギー導入促進協議会”
町民委員を募集します

住宅用太陽光発電システム設置補助金

補助１ｋｗあたり３万円最大１２万円

を

住宅用太陽光発電システム設置に補助します

■【補助金の例】4kw 設置の場合　■

合計

の補助金

■国の補助金
1kw あたり 48,000 円
48,000 円× 4kw＝

192,000 円

■町の補助金
1kw あたり 30,000 円
30,000 円× 4kw＝

120,000 円
312,000 円＋ ＝

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
き
っ
か
け
は
―
―

　

お
隣
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
、
割
と

簡
単
な
気
持
ち
で
導
入
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

雪
が
降
っ
た
場
合
、
発
電
が
な
い

の
で
は
と
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。

導
入
の
効
果
は
―
―

　

ま
だ
一
年
を
通
し
デ
ー
タ
が
取

れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
期
待
し

て
い
な
か
っ
た
冬
期
間
の
中
で
も

３
月
は
意
外
と
発
電
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
設
置
業
者
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ど
お
り
に
発
電

し
て
い
る
よ
う
で
、
年
ト
ー
タ
ル

に
す
る
と
収
入
と
支
出
が
同
じ
く

ら
い
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

効
果
と
し
て
は
、
発
電
量
や
使

用
量
が
一
目
で
わ
か
る
モ
ニ
タ
ー

が
あ
る
た
め
、
節
電
を
心
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
電
気
つ
け
っ
ぱ
な
し
」

と
怒
ら
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
の
停
電
の
際
に
は

発
電
時
に
あ
る
程
度
の
電
力
が
使

え
ま
し
た
。
こ
れ
も
効
果
の
一
つ

で
す
。

今
後
に
つ
い
て
―
―

　

導
入
す
る
際
、
町
の
補
助
金
が

あ
っ
た
の
で
、
有
り
難
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
が
導
入
し
や
す
く
な

る
よ
う
、
今
後
も
続
け
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
の
電
力
会
社
へ
の
買

電
契
約
は
10
年
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
経
過
後
も
継
続
す
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
感
じ
て
い
ま
す
。 髙橋さんご家族（上小松）

未奈さん　俊明さん
新大君　　颯大君

INTERVIEW昨年太陽光発電システムを導入された髙橋さんにお聞きしました

▲ ▲発電時には停電中
でもブレーカーを切
り替えるなど簡単な
操作で電力が使えま
す

▲

発
電
量
・
使
用
量
を
モ
ニ

タ
ー
で
チ
ェ
ッ
ク

▲

省
エ
ネ
に
こ
ま
め
に
消
灯

担当
　まちづくり課 地域づくり推進室

☎４２－６６１３
　FAX ４２－２１１０
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20 歳
　

５
月
３
日
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
を
会
場
に

「
平
成
23
年
度
川
西
町
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
１
８
７

名
。（
男
99
名
、
女
88
名
）

　

記
念
行
事
で
は
、「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
バ
ン
ド
」

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
楽
し
く
踊

る
方
も
い
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▲新成人を代表して答辞を述べる
髙橋泰之さん（吉島地区）

▲小学校卒業の時に埋めたタイムカプセルを受け取る
　小松小学校出身の新成人

▲アニバーサリーバンドの演奏に合わせステージで踊ったり、各中学校の校歌を歌ったり大いに盛り上がりました

▲記念品を受け取る阪野比呂美さん
（中郡地区）



川西町議会議員選挙結果
投票率６７．２８％

平成２３年４月２４日執行

●投票所別投票率

投票
区 投票所 当日の

有権者数 投票率

１ 中央公民館 １，５８１ ６６．２２

２ 小松保育所 １，７６１ ６４．４５

３ 埋蔵文化財資料展示館 ９７３ ５８．５８

４ 大塚地区交流センター １，９６０ ７２．０９

５ 犬川地区交流センター ９０７ ７５．０８

６
総合コロニー希望が丘
体育館

７６７ ６０．７６

７ 中郡幼稚園 ２，０９３ ６１．１６

８ 中里公民館 ６１８ ５９．５５

９ 中程集落センター ３１０ ８３．２３

１０ 玉庭地区交流センター ４９２ ７７．６４

１１ 朴沢部落公民館 １８５ ７８．９２

１２ 東沢活性化センター ５６２ ８４．１６

１３ 吉島地区交流センター １，７６３ ６７．５６

１４ 尾長島西公民館 ６００ ６５．６７

合　　計 １４，５７２６７．２８

候補者名 得票票数

当選　遠藤　章一 １，０５０

当選　髙橋　輝行 ７９４．１１７

当選　髙梨　勇吉 ７４７

当選　島貫　德右エ門 ７４２

当選　金子　一郎 ７１４

当選　加藤　俊一 ６６３

当選　齋藤　修一 ６４２．５２８

当選　佐々木　賢一 ６３４

当選　淀　秀夫 ６０６

当選　斉藤　智志 ５７２．４７１

当選　髙橋　建一 ４８４．６８２

当選　髙橋　照夫 ４５０．６３４

当選　橋本　欣一 ４４２

当選　黒澤　巖 ４１５

当選　髙橋　忠 ４０２．５６６

　　　原田　幸雄 ３４８

議会の新体制が
決まりました町

　５月２日に行われた平成２３年第３回川西町議
会臨時会において、議長に齋藤修一議員（吉田）、
副議長に島貫德右エ門議員（洲島）が選任されま
した。常任委員会及び各委員会委員には下記の
方々が選任されました。（敬称略）

【議　　　長】
齋藤　修一

【副 議 長】
島貫　德右エ門

常任委員会
委員会名 委員長 副委員長 委員

総務文教常任委員会 淀　　秀夫 橋本　欣一
髙橋　輝行・佐々木賢一・
髙橋　　忠・加藤　俊一・
斉藤　智志

産業厚生常任委員会 遠藤　章一 髙梨　勇吉
金子　一郎・島貫德右エ門・
髙橋　照夫・黒澤　　巖・
髙橋　建一

広報常任委員会 佐々木賢一 斉藤　智志
髙橋　輝行・髙橋　照夫・
髙橋　建一・遠藤　章一

議会運営委員会
委員長 副委員長 委員

黒澤　　巖 髙橋　建一 佐々木賢一・淀　　秀夫・遠藤章一

予算特別委員会
委員長 副委員長 委員

髙橋　建一 佐々木賢一 議長を除く全議員

その他議会選出組合議会議員

置賜広域行政事務組合議会議員 　　齋藤　修一（議長）・髙梨　勇吉・加藤　俊一

置賜広域病院組合議会議員 　　齋藤　修一・金子　一郎・髙橋　　忠

議会選出監査委員 髙橋　照夫

●候補者別得票数
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皆様のご支援、誠にありがとうございました
川西町災害対策本部

　このたびの東日本大震災において、町民の皆さ
んや自治会、地元企業などから義援金や数多くの
食糧、物資の提供をいただき、またボランティア
支援も受け感謝申し上げます。
　いただいた金員・物資等は、災害避難者への対
応に有効適切に活用させていただきました。今後
とも、被災地や避難者の方々へ支援を続けてまい

りますので、町民の皆さんのご協力をよろしくお
願いいたします。
　本紙で皆様のご芳名を紹介し、御礼に代えさせ
ていただきます。（順不同、５月９日まで受付分：
敬称は省略いたします）ご芳名の記載に遺漏があ
りましたら、お詫び申し上げますとともに、町総
務課（☎４２－６６１０）までご連絡ください。

新
潟
県
十
日
町
市
川
西
支
所
、
川
西
町
婦

人
会
、
玉
庭
中
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行

委
員
会
、
中
郡
東
部
６
自
治
会
、
そ
よ
風

の
森
職
員
一
同
、
川
西
町
酒
米
研
究
会
、

寒
河
江
魚
店
、
藤
島
英
二
郎
、
㈱
殖
産
工

務
所
、
㈱
殖
産
工
務
所
役
員
・
職
員
、
㈱

殖
産
工
務
所
協
力
事
業
所
、
藤
島
正
康
、

福
島
康
子
ほ
か
、
河
野
ゆ
き
子
、
神
尾
昌

平
、
神
尾
緑
、
平
田
智
津
子
、
横
沢
健
次
、

寒
河
江
宮
夫
、ス
ポ
ー
ツ
民
謡
ダ
リ
ヤ
会
・

大
塚
ス
ポ
ー
ツ
民
謡
会
、
㈱
佐
々
木
建
設
、

㈱
佐
々
木
建
設
従
業
員
一
同
、
高
橋
清
幸
、

川
西
町
農
業
委
員
会
委
員
一
同
、
川
西
佛

教
会

兵
庫
県
川
西
市
、
奈
良
県
川
西
町
、
大
塚

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
犬
川
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
、
中
郡
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
玉

庭
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
東
沢
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
、
吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、

小
倉
豊
助
、
三
桝
屋
、
加
藤
良
、
大
塚
も

ち
加
工
セ
ン
タ
ー
、
保
科
利
一
、
㈱
富
士

薬
品
米
沢
営
業
所
、
ま
め
の
芽
、
斎
藤
儀

一
郎
、
佐
藤
洋
子
、
安
部
真
由
美
、
今
野

祐
輔
、
渡
部
妙
子
、
今
野
礼
子
、
前
山
秋

子
、
髙
橋
道
雄
、
斎
藤
幸
夫
、
神
尾
秀
子
、

那
須
信
夫
、
長
谷
部
恵
美
子
、
長
沢
拓

斗
、
斉
藤
善
一
、
片
倉
あ
ゆ
み
、
醍
醐
昭

夫
、
本
間
芳
弘
、
吉
村
昭
一
、
小
林
伸
也
、

加
藤
真
理
子
、
阪
野
尚
人
、
嵐
田
美
江
子
、

肉
の
斉
藤
、
斉
藤
陸
、
嶋
貫
徳
雄
、
遠
藤

良
春
、
伊
藤
康
雄
、
斉
藤
茂
則
、
多
田
久

司
、髙
橋
芳
雄
、田
村
ト
シ
子
、木
村
幸
一
、

佐
藤
仁
一
、
伊
藤
萌
・
孝
憲
、
長
澤
幾
久

子
、
小
形
泰
弘
、
園
部
義
則
、
山
口
俊
昭
、

孫
田
之
絵
、
小
関
忠
、
今
野
あ
か
り
、
竹

田
博
昭
、
尾
形
絵
里
子
、
ロ
ー
ソ
ン
川
西

店
、
さ
い
と
う
寝
具
セ
ン
タ
ー
、
㈱
殖
産

工
務
所
、
二
瓶
智
輝
、
船
木
頌
子
・
智
幸
、

高
梨
、
金
子
愛
子
、
置
賜
広
域
行
政
事
務

組
合
、
菊
地
久
美
子
、
海
野
正
和
、
斉
藤

俊
子
、
羽
根
田
浩
子
、
柄
沢
美
智
代
、
神

野
隆
晃
、
伊
藤
昇
、
阿
部
修
二
、
佐
藤
敦

子
、
小
林
智
江
、
金
子
真
紀
子
、
嶋
貫
真

美
、
㈱
富
樫
モ
ー
タ
ー
ス
、
置
賜
農
業
高

校
、
西
山
晋
隆
、
髙
橋
勲
夫
、
小
関
政
子
、

青
木
常
弥
、
㈱
サ
イ
ト
ウ
電
気
設
備
工
業
、

鈴
木
ひ
と
み
、
加
藤
昭
一
郎
、
金
子
道
子
、

金
子
孝
子
、
玉
木
友
香
、
遠
藤
学
、
松
木

峻
太
、
須
貝
真
奈
美
、
長
倉
守
、
黒
沢
直

樹
、
工
藤
美
喜
子
、
髙
橋
昌
平
、
曽
根
原

智
子
、武
田
ヨ
シ
、平
百
合
、阪
野
恵
美
子
、

ダ
イ
エ
ー
川
西
店
、
佐
藤
紀
子
、
小
川
典

夫
、
片
倉
則
昭
、
須
貝
裕
樹
、
北
斗
幼
稚

園
、
坂
田
喜
一
郎
、
鈴
木
ル
ミ
子
、
窪
田

義
継
、
金
子
満
、
瀧
澤
章
、
石
山
留
美
子
、

玉
田
義
信
、
舩
山
真
、
金
子
清
一
、
小
林

由
惟
、
一
條
恵
美
、
鈴
木
浩
之
、
大
河
原

カ
ツ
子
、
菅
野
栄
一
、
安
部
秀
俊
、
遠
藤

澄
夫
、高
梨
衛
、井
上
正
順
、渡
部
く
る
み
、

渡
部
こ
う
じ
屋
、
川
西
一
中
３
学
年
一
同
、

原
田
加
矢
乃
、
小
林
と
も
え
、
黒
沢
秀
夫
、

伏
見
屋
、
う
め
や
川
西
店
、
ヤ
マ
ザ
ワ
川

西
店
、
ツ
ル
ハ
川
西
店
、
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
ッ
グ
レ
モ
ン
、
相
馬
孝
一
郎
、
梅
津
昭

吉
、
長
沢
昭
夫
、
斉
藤
幸
子
、
木
村
瞳
・
恵
、

小
関
又
兵
衛
、
稲
村
修
、
廣
野
幸
一
、
大

浦
克
仁
、
大
崎
怜
士
、
遠
藤
平
廣
、
寒
河

江
敏
彦
、
金
藤
昌
子
、
内
山
利
和
・
美
智
子
、

栗
田
泉
、
平
間
里
香
、
長
岡
裕
美
、
金
田

実
佳
子
、
佐
藤
昌
子
、
佐
藤
宏
子
、
那
須

新
一
、新
関
寧
（
生
活
ク
ラ
ブ
や
ま
が
た
）、

島
貫
孝
一
、
島
貫
智
子
、
太
覚
院
、
舩
山

よ
し
子
、
長
岡
照
美
、
武
者
万
里
子
、
川

西
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
、
巻
田

友
子
、
金
子
章
江
、
鈴
木
真
紀
、
遠
藤
律

子
、
長
澤
き
み
子
、
大
木
善
子
、
鈴
木
千

恵
子
、
吉
原
い
ず
み
、
島
貫
光
子
、
安
孫

子
恵
佳
、
遠
藤
紀
子
、
原
田
正
明
、
寒
河

江
陽
子
、
き
れ
い
社
、
佐
藤
弘
美
、
伊
藤

洸
琉
、西
川
葉
子
、保
科
明
知
、小
林
華
子
、

ひ
ま
わ
り
ラ
ー
メ
ン
、
髙
橋
智
樹
、
伊
藤

敦
子
、
齋
藤
設
備
、
那
須
雄
子
、
梅
津
敦
、

遠
藤
利
子
、
髙
橋
俊
明
、
鈴
木
秀
男
、
島

貫
剛
、
後
藤
愛
子
、
後
藤
邦
子
、
竹
田
め

ぐ
み
、
竹
田
と
き
子
、
江
口
亮
一
、
飯
澤

貴
弘
、鈴
木
奈
美
、髙
橋
和
博
、髙
橋
孝
博
、

安
達
忍
、
原
田
律
子
、
菊
地
良
一
、
菅
美

和
子
、
横
山
良
一
、
諸
元
和
夫
、
小
松
保

育
所
、
佐
東
順
子
、
佐
藤
智
夏
、
島
貫
繁

徳
、
渡
部
こ
う
じ
屋
、
㈱
な
が
め
や
ま
牧

場
、
遠
藤
建
築
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
川

西
、
丹
野
真
由
美
、
玉
庭
水
田
養
魚
研
究

会
、田
中
和
広
、舟
山
慶
子
、小
関
よ
し
ゑ
、

村
田
弘
樹
、
伊
藤
光
枝
、
井
上
忍
・
由
紀
、

中
川
久
子
、
島
貫
美
奈
、
伊
藤
節
子
、
船

山
広
昭
、伊
藤
綾
、奥
村
春
美
、梅
津
尚
美
、

小
関
正
、
蔵
田
国
順
、
齋
藤
光
夫
、
島
貫

千
秋
、
佐
藤
由
紀
子
、
遠
藤
久
一
、
佐
藤

陽
香
、
須
貝
さ
ち
子
、
渡
部
妙
子
、
大
河

原
弘
、
竹
田
耕
二
郎
、
吉
田
政
弘
、
西
松

屋
南
陽
店
、
大
竹
克
子
、
佐
藤
恭
昭
、
鷲

尾
一
男
、
勝
見
文
男
、
竹
田
淳
、
井
上
美

樹
子
、
梅
津
太
朗
、
坂
野
成
昭
、
天
神
東

自
治
会
、
寒
河
江
リ
ナ
、
青
木
貞
幸
、
コ

ト
ブ
キ
ヤ
食
品
店
、
稲
村
商
店
、
電
化

シ
ョ
ッ
プ
梅
津
、
ダ
イ
ニ
デ
ン
キ
㈱
、
㈱

三
和
、江
袋
寿
治
、近
野
敦
史
、今
泉
美
和
、

小
形
弘
子
、
片
倉
一
徳
、
田
村
隆
夫
、
江

袋
い
づ
み
、
神
村
建
二
、
佐
藤
直
紀
、
神

野
洸
、木
村
浩
登
、登
坂
賢
治
、清
野
岳
彦
、

黒
澤
と
し
子
、
神
尾
め
ぐ
み
、
佐
藤
京
子
、

池
田
和
子
、
平
仁
弘
、
㈲
マ
ル
ハ
ヤ
シ
か

ん
の
、
江
本
牧
子
、
小
林
俊
一
、
飯
田
さ

ゆ
り
、
髙
橋
久
子
、
伊
藤
日
出
雄
、
菅
野

武
芳
、内
山
雄
次
郎
、伊
藤
勝
義
、近
祐
子
、

中
川
洋
美
、
永
沼
義
一
、
佐
藤
守
、
齋
藤

美
恵
子
、
奥
村
隆
浩
、
佐
藤
清
美
、
髙
橋

裕
子
、
小
林
美
紀
子
、
江
袋
芳
和
、
黒
澤

俊
晴
、
佐
藤
明
子
、
梅
津
香
緒
里
、
伊
藤

冨
美
子
、
宇
津
木
恒
雄
、
小
林
實
、
長
谷

川
れ
い
、
大
沼
藤
一
、
多
田
謙
吉
、
淀
野

隆
志
、
野
川
寿
一
、
佐
藤
芳
廣
、
横
山
の

ぶ
子
、
青
木
督
平
、
渡
部
利
栄
、
江
本
久

明
、
五
十
嵐
直
子
、
井
上
信
夫
、
小
松
光

男
、
今
野
町
子
、
黒
澤
睦
基
、
多
田
野
実

和
子
、
海
老
名
智
美
、
横
山
の
ぶ
子
、
嶋

貫
真
美
、
篠
原
照
子
、
淀
野
茂
子
、
四
釜

稜
一
、
笹
木
幸
一
、
松
浦
愛
沙
美
、
片
倉

一
彦
、
玉
木
好
子
、
渡
邊
容
子
、
犬
川
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
の
会
、
那
須
虎
太
朗
、
遠
藤

久
、
遠
藤
隆
幸
、
鈴
木
結
空
・
結
月
、
梅

津
賢
一
、
安
部
勇
一
、
金
子
千
賀
子
、
佐

藤
幸
一
、
須
貝
邦
彦
、
田
制
和
彦
、
佐
藤

秀
一
、
川
西
肉
牛
部
会
、
今
野
宏
典
、
菊

地
良
宏
、
水
見
昭
一
、
遠
藤
す
み
子
、
東

や
ま
こ
商
店
、
コ
メ
リ
川
西
店
、
置
賜
総

合
病
院
、
山
口
昭
三
、
青
木
の
り
子
、
園

部
孝
、
鈴
木
啓
助
、
佐
藤
貞
夫
、
鈴
木
啓

悦
、
遠
藤
弘
雄
、
髙
橋
三
枝
子
、
髙
橋
香

代
子
、齋
藤
文
明
、佐
々
木
智
子
、田
代
勝
、

髙
橋
美
智
代
、
髙
橋
（
吉
田
）、
小
関
好

美
、
和
田
悠
、
横
山
き
く
、
㈱
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
食
品
、
佐
藤
秋
雄
、
佐
藤
博
、
菊
地

茂
男
、
後
藤
善
一
、
髙
橋
由
和
、、
小
形
瞳
、

青
木
朗
、
髙
橋
諒
真
、
齋
藤
ひ
と
み
、
青

木
暑
子
、
井
上
道
子
、
伊
藤
久
美
子
、
須

貝
香
里
、
菊
地
宏
安
、
鈴
木
栄
一
、
川
西

町
商
工
会
、
吉
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
、
読

売
新
聞
小
松
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
今
野

新
聞
店
、
朝
日
新
聞
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

小
松
、
齋
藤
清
吉
、
遠
藤
弘
子
、
平
山
利

郎
、
田
中
洋
子
、
山
口
晴
雄
、
佐
藤
京
子
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
赤
と
ん
ぼ
、
片
倉

敏
子
、
片
倉
房
子
、
菊
地
美
枝
子
、
五
十

嵐
和
子
、
蛭
田
恭
央
、
㈱
藤
島
建
設
協
力

会
、
伊
藤
勇
三
郎
、
遠
藤
コ
ウ
、
柿
間
利

子
、
横
山
敦
、
安
部
恵
美
子
、
吉
川
千
枝

子
、
嶋
貫
金
太
郎
、
米
野
恵
子
、
五
十
嵐

二
三
江
、遠
藤
和
子
、後
藤
喜
一
、今
井
静
、

小
関
み
つ
、
嶋
倉
幸
子
、
淀
野
和
英
、
遠

藤
明
子
、
阪
野
幸
子
、
安
部
喜
一
、
後
藤

正
、
寒
河
江
清
剛
、
遠
藤
和
夫
、
勝
見
光

雄
、遠
藤
喜
一
、吉
永
秀
子
、遠
藤
寿
美
子
、

佐
藤
キ
ミ
ノ
・
正
六
、
斉
藤
誠
、
大
河
原

陽
子
、
須
貝
秀
夫
、
保
科
敬
子
、
鈴
木
志

保
、加
藤
由
紀
子
、廣
野
フ
サ
、長
澤
善
久
、

金
子
豊
吉
、
美
女
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
安

達
和
子
、
鈴
木
喜
美
雄
、
金
子
寿
子
、
市

川
ふ
み
子
、
三
橋
真
弥
、
髙
橋
勝
義
、
大

武
ま
り
子
、
村
山
絹
子
、
河
原
俊
雄
、
橋

本
舒
也
、
藤
倉
学
、
磯
部
安
子
、
梅
津
道

子
、森
永
乳
業
、遠
藤
禎
子
、遠
藤
す
み
子
、

髙
橋
（
上
小
松
）、
遠
藤
一
江
、
藤
田
明

美
、
髙
橋
和
吉
、
島
貫
ム
ツ
子
、
片
倉
郁

夫
、
髙
橋
か
お
り
、
舩
山
加
代
子
、
島
貫

偕
、
吉
田
魚
店
、
米
沢
食
肉
公
社
、
美
女

木
自
治
会
、
肉
の
ひ
ら
の
、
日
本
光
電
東

北
㈱
、
㈲
ピ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
室
岡
、
遠
藤

佐
智
子
、岸
田
敏
、梅
津
幸
雄
、小
形
房
子
、

錦
屋
、
中
村
き
み
、
八
嶋
正
彦
（
青
年
部
）、

農
協
川
西
地
区
青
年
部
、
今
野
憲
修
、
小

松
妙
子
、
篠
原
和
雄
、
や
ま
ほ
し
、
上
石

唯
理
、
織
田
良
子
、
㈱
ウ
エ
ス
テ
ッ
ク
山

形
、
髙
橋
壽
之
、
髙
橋
佳
澄
、
塩
野
知

子
、
髙
橋
利
次
、
森
永
牛
乳
舘
金
、
佐
藤

道
子
、
長
井
愛
菜
館
、
山
口
秀
一
、
坂
上

靖
之
、
大
畑
、
増
渕
武
博
（
南
陽
市
・
東

置
賜
郡
歯
科
医
師
会 

）、
浦
田
風
子
、
米

野
久
子
、
秋
田
国
際
ダ
リ
ア
園
、
ヨ
ー
ク

ベ
ニ
マ
ル
成
島
店
、
舟
山
と
み
子
、
大
栄

交
通
㈱
、
小
森
雄
二
、
工
藤
整
体
施
術
院
、

黒
田
正
彦
、
井
上
実
、
加
藤
君
江
、
嵐
田

節
子
、
須
貝
千
恵
美
、
小
黒
千
春
、
同
仁

社
リ
ー
ス
キ
ン
事
業
部
、
水
見
宇
一
、
児

島
㈱
、
㈱
協
和

川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
赤
湯
温
泉
旅

館
協
同
組
合
、
郵
便
事
業
株
式
会
社
、
川

西
町
民
体
育
館
、
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

プ
ラ
ザ
、
浜
田
広
介
記
念
館
、
浴
浴
セ
ン

タ
ー
ま
ど
か
、
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま

つ
、
川
西
運
送
㈲
、
山
形
県
弁
護
士
会
、

山
形
県
司
法
書
士
会
、
公
立
置
賜
総
合
病

院
、
公
立
置
賜
川
西
診
療
所
、
柄
澤
医
院
、

斎
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
米
沢
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
会
、
山
形
鉄
道
㈱
、
卯
の
花
温
泉
は
ぎ

乃
湯
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
山
形
支
店
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
川
西
地
区
理
容
組
合
、
川
西
町
美

容
組
合
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
米
沢
ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
ー
ン
ズ
、
Ｂ
Ｇ

Ａ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
、
フ
ル
ー

ル
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
、
渡
部
一
恵
、
大
沼
晴

美
、
安
部
恵
理
香
、
小
林
由
記
子
、
栗
田

恵
、
鈴
木
友
香
里
、
鈴
木
紗
友
里
、
安
部

史
絵
、
宇
津
木
彩
香
、
金
子
満
、
金
子
聡

子
、
平
間
恵
、
坂
野
葵
、
金
子
直
樹
、
安

部
友
恵
、
金
子
碧
、
金
子
裕
美
、
平
百
合
、

大
河
原
夕
貴
、
佐
々
木
美
里
、
原
田
加
矢

乃
、
松
田
茉
莉
、
須
貝
有
紗
、
青
木
亜
紀
、

戸
野
塚
拓
也
、
関
雄
大
、
渡
部
葵
、
片
倉

尚
、
淀
野
茂
子
、
神
村
建
二
、
小
松
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
、
美
女
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
か
わ
に
し
塾
わ
げ
し
ゅ
、
須
貝
麻

美
、
片
桐
千
尋
、
高
橋
利
次
、
置
賜
農
業

高
校
、
川
西
一
中
野
球
部
、
紺
野
健
、
細

谷
信
幸
、
金
子
晃
司
、
舩
山
健
一
、
梅
津

幸
太
、
横
山
照
彦
、
渋
谷
紗
季
、
小
林
静

子
、
船
木
智
幸
、
船
木
知
子
、
大
利
香
織
、

青
木
俊
人
、
紺
野
大
地
、
安
部
雅
俊
、
奥

村
駿
、
山
路
洋
輝
、
紺
野
葵
、
安
部
敦
志
、

細
谷
塁
、
船
木
頌
子
、
紺
野
雄
大
、
細
谷

響
、
船
木
泰
平
、
金
子
達
哉
、
佐
藤
真
人
、

飯
澤
悠
哉
、
細
谷
魁
、
船
木
春
子

川
西
町
へ
の
義
援
金

（
日
本
赤
十
字
社
へ
の
義
援
金
は
除
く
）

食
糧
・
物
資
等
の
援
助

サ
ー
ビ
ス
提
供
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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町 街 まちのニュース

交流を通じて体力づくり４／２９～３０
㊏～㊐

　４月２９日から３０日までの２日間町民総合体育館で柔
道クリニックが行われました。
　このイベントは、㈶川西町体育振興公社が、子どもたち
の体力づくり・仲間づくりを目的に毎年開催しているもの
で、今年で３回目。講師には長井工業高校柔道部の顧問吉
田康輔先生を迎え、置賜管内及び山形県と新潟県から約
１６０名の中学生が参加し、合同で柔道のトレーニングを
し汗を流しました。
　いつもと違う環境や練習相手の中で刺激を受け、質の高
い練習となったようでした。

▲真剣な表情で練習に打ち込む生徒

柔道クリニック

小松の町中が遊び場に５／５
㊍

　５月５日、羽前小松駅を拠点に、えき・まち子どもフェ
スタとひょうたん島スタンプラリーが行われました。オー
プニングイベントでは、置賜農業高校吹奏楽部の演奏や小
松幼稚園園児による歌、シンガーソングライターＡＫＥＭ
Ｉさんのコンサートで盛り上がりました。駅東口では、ミ
ニ動物園や福島県からの避難者やかわにし塾わげしゅによ
る出店など盛りだくさんの内容で駅は活気に溢れました。
　小松の町中を巡るひょうたん島スタンプラリーでは、各
チェックポイントにあるクイズを解きながら楽しそうに小
松のまちなかを歩きまわりました。

▲各チェックポイントでスタンプを集めてまわるこ

どもたち

えき・まち子どもフェスタ＆ひょうたん島スタンプラリー

５／６～８
㊎～㊐

　　５月６日から８日まで、ダリヤ園多目的広場でダリヤの球
根販売会「スプリングフェア」が行われました。
　このイベントは１００種類を超える多くのダリヤの球根の中
から、写真をみて自分の気に入った種類の球根を購入できるイ

▲ダリヤの育て方を聞きながら球根を購入

ダリヤ球根販売会「スプリングフェア」
　川西町民生委員児童委員として、
永年にわたり社会福祉の増進に貢献
されたことから、塩野謙一さん（犬
川地区）と金子勝夫さん（小松地区）
に厚生労働大臣から表彰状が贈られ
ました。

厚生労働大臣表彰状贈呈

ベント。町内外からたくさ
んの人が訪れ、それぞれ思
い思いの球根を買い求めて
いました。また同会場では、

「かわにし花づくり銀行」
により、ダリヤの球根や柳
葉ひまわりの苗の貸し出し
も行われ、多くの会員の方
が訪れました。▲写真左・塩野謙一さん、右・金子勝夫さん

「男女（ひと）がみとめあい
育てあう　まちづくり」をめざして
　このたび町では、第２次川西町男女共同参画計画
を策定しました。男女共同参画計画は、第４次川西
町総合計画の個別行動計画として、男女共同参画社
会の実現をめざしています。町に住み、働き、学ぶ
すべての人々が主体的に行動し、町民と行政が協働
して取り組むための計画です。
　平成１８年度にスタートさせた「川西町男女共同
参画計画」は、平成２２年度で終了しました。この
ためこれまでの取り組みの成果や結果、そして社会
情勢の変化などを踏まえ、平成２３年度から平成
２７年度までの計画を策定しました。

○計画づくりでは
　計画づくりにあたっては、「男女共同参画のまち
づくり会議」を開催し、町民の皆さんからご意見を
いただき、計画に反映しています。また、平成２１
年度に行った町民意識調査の結果も踏まえていま
す。

○これからの計画では
　これからの男女共同参画の推進は、少子高齢社会
の課題を解決することが重要な視点です。
　性別による固定的な役割分担の意識を変え、女性
も男性も互いにその個性と能力をみとめあい、育て
あえる男女共同参画社会の実現をめざします。
　また、女性も男性もあらゆる分野で活躍できるま
ちづくりに向け、働きやすく、安心して子育てでき
る環境づくりを推進します。さらに、自分の能力を
発揮し、自己実現できる活力のあるまちづくりをめ
ざし、町民のみなさんや事業者のみなさんと一体と
なって取り組んでいきます。

男女共同参画社会とは
　男性も女性も一人の人間として、すべて等しくそ
の個性と能力を充分に発揮し、自分の意志と能力に
応じて役割を分担し、あらゆる分野で共に協力し、
責任を担う社会のことです。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

第２次川西町男女共同参画計画を策定しました

将来像 基本目標 施策の柱

「
緑
と
愛
と
丘
の
あ
る
ま
ち
」
の
創
造

「
男
女
（
ひ
と
）
が
み
と
め
あ
い
　
育
て
あ
う
　
ま
ち
づ
く
り
」

ともに交流・参画ができるまち

男女共同参画意識を定着させるため、意識啓発、学習機会を充実し
ます。さらに多様な価値観が認めあえるような交流を推進します。

ともに健康で安心できるまち

健康で活力ある生活をおくること、一人ひとりの人権が尊重され安
心して生活できる環境づくりを推進します。

ともにいきいきと働けるまち

働き方の多様化により、これまで以上に家事・育児・介護等を家族
が等しく分かち合うことで、仕事と家庭の両立をめざします。

ともに豊かに暮らせるまち

男女ともに地域や家庭、職場でいきいきと活躍できるまちづくりを
推進します。
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対象者：６５歳以上の高齢者で、基本チェックリスト
のうつ予防・支援項目のうち３項目以上該当
する方

内　容：保健師による家庭訪問、個別ケア。
利用料：無料
問健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

●うつ予防訪問事業

対象者：元気アップ教室を受講終了された方　
　　　　１５名程度
内　容：理学療法士による転倒予防のための軽運動等

を行います。
場　所：町民総合体育館等
利用料：１回３００円
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

 ●川西ころばん塾

対象者：要介護３以上に認定された方で常時おむつを
必要とする方（介護保険施設への入所者、医
療機関へ入院している方を除く）の介護者の
うち、世帯全員が住民税非課税または住民税
所得割非課税の方

内　容：紙おむつを購入できる助成券（１月あたり住
民税非課税世帯３,０００円・住民税所得割非課
税世帯２，０００円）を年４回支給します。

問健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

●紙おむつ（介護用品）購入支援事業

対象者：６５歳以上の閉じこもりがちな方　３０名程度
内　容：年４回、浴浴センターまどかを会場にヨガや

ストレッチなどの軽体操や昼食・入浴等を行
い、参加者同士の交流を行います。希望者に
送迎あります。

※募集記事は町報６月号に掲載を予定しています。
場　所：浴浴センターまどか
利用料：１回１，０００円　　※P１６に募集記事あります。
問健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

●まどか　すこやか塾

対象者：６５歳以上の高齢者で、ひとり暮らしの方
内　容：日常生活の便宜を図るため、電磁調理器など

の日常生活用具を給付または貸与します。
利用料：所得税及び町民税の額により一部費用を負担

していただきます。
問健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

●日常生活用具給付事業

対象者：６５歳以上の高齢者で、緊急時に不安を抱え
るひとり暮らしまたは高齢者のみの世帯の方

内　容：緊急時にボタンを押すだけで警備員に連絡で
きる装置を設置します。

利用料：１か月あたり５５０円
問健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

●緊急通報システム設置事業

対象者：自力で除雪することができないおおむね６５
歳以上の高齢者等。ひとり暮らしまたは高齢
者のみの世帯で、世帯全員が町民税非課税の
方

内　容：除雪作業員を派遣するとともに、一定の費用
を援助します。

問健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

●高齢者等除雪援助事業

対象者：要介護３以上に認定された方、または身障者
手帳２級以上（下肢機能障害、脳原性運動機
能障害、体幹機能障害）の方

内　容：寝たきりなどの心身上の理由から、理髪店や
美容院に出向くことができない方の自宅に理
美容師が訪問し、理美容サービスを行います。

※訪問のための出張・移動に要する経費の一部を町で
負担します。
問健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

●訪問理美容サービス事業

対象者：成年後見人等の申し立てが必要な方で、申し
立てを行うことができる４親等以内の親族が
いない方

内　容：成年後見等の町長申し立て及びその費用の助
成。成年後見人等の業務に対する報酬の助成

問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

●成年後見制度利用支援事業

町が行う高齢者を対象とした事業です
　６５歳以上の高齢者で、元気な方から介護が必要になる可能性のある方まで、また
は介護が必要になった方で施設に入所されていない方を対象として、住み慣れた場所
で安心して生活を続けることができるよう、今年度次の事業を行います。

通所型事業

家族介護者支援事業

その他の事業

支給・支援型事業

対象者：要介護（支援）認定を受けていない６５歳以
上の高齢者で、家に閉じこもりがちな方及び
認知症やうつの予防に興味のある方

内　容：閉じこもりの解消や認知症予防等を目的に、
レクリエーションや軽体操、趣味活動、健康講
座などを行います。

場　所：社会福祉協議会（川西診療所内）
利用料：１回１,２００円（送迎、昼食付き・生活保護世

帯の方は無料）及び材料費などの実費
問健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

●すこやかサロン（認知症予防事業）

対象者：おおむね６５歳以上の高齢者で、家に閉じこ
もりがちな方

内　容：生きがい活動や仲間づくりができるように、
地域の公民館などを活用して気軽に集える場
を提供します。

利用料：無料（実費を負担していただく場合があります。）
問川西町社会福祉協議会 ☎４６−３０４０

●いきいきサロン（地域介護予防活動支援事業）

対象者：介護を要する方の介護を行っている家族の方
内　容：介護者の心身の元気回復と孤立感の解消を図

るため、介護の悩みを相談したり、介護者相
互の情報交換や交流の場を提供します。

利用料：昼食代等の一部を負担していただく場合があ
ります。

問健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

●ほっと広場（家族介護者交流事業）

対象者：７５歳以上の方
内　容：健康診査の結果説明会に合わせて、介護予防

のための講話や実技を行います。受診者以外
でも参加できます。

場　所：各地区交流センター
利用料：無料
問健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

●はつらつ健康教室

対象者：平成２３年度に７０歳になる国民健康保険の方
内　容：高齢受給者証の交付時に、介護予防について

の講話や軽体操を行います。
参加費：無料
問健康福祉課 健康チーム ☎４２−６６４０

● 70 歳到達者健康教室

●生活援助員派遣事業
対象者：要介護（支援）認定を受けていない６５歳以上

の高齢者で、ひとり暮らしの方、高齢者のみ
の世帯の方、及び、日中は高齢者のみとなる
家庭の方で日常生活を営むのに支障のある方

内　容：介護予防、自立支援を目的にホームヘルパー
を派遣し、掃除や買い物などの家事援助を行
います。

利用料：１時間以内４００円（生活保護世帯の方は無料）
問健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

●脳いきいき教室
対象者：６５歳以上で、積極的に健康づくりに取り組

みたい方
内　容：６月から３月まで月１～２回程度、体育館で

軽体操やレクリエーションを行います。
場　所：町民総合体育館
利用料：１回１５０円（体育館利用料）
※初回時のみ６００円（保険料）
問町民総合体育館 ☎４６−２２７７

訪問型事業

介護予防、健康づくりにご利用ください介護予防、健康づくりにご利用ください介護予防、健康づくりにご利用ください

●認知症予防教室
対象者：６５歳以上の認知症予防に関心のある方
　　　　３０名程度
内　容：年３回、心身の働きを高めるため、軽運動や

音楽療法等を行います。希望者に送迎ありま
す。

※募集記事は町報６月号に掲載を予定しています。
場　所：町民総合体育館
利用料：無料
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

●介護予防サポーター養成講座
対象者：介護予防に関心があり、地域のために何かし

てみたいと思っている方
内　容：認知症やねたきりなど、要介護状態にならな

いための介護予防に関する講話・実技等を５
回に分けて行います。

参加費：無料
問地域包括支援センター　☎４６−５５１１

●認知症サポーター養成講座
対　象：自治会、老人クラブ、ボランティア団体、学

校等
内　容：認知症について理解し、認知症の人やその家

族を温かく見守り支援するサポーターを養成
するための講座です。

参加費：無料
問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

※元気アップ教室については、地域包括支援センターだよりに
詳細掲載していますので、そちらをご覧ください。

対象者：介護を要する方の介護を行っている家族の方
や介護に関心のある方

内　容：介護者の介護にかかる負担の軽減を図るた
め、介護予防や介護の方法、介護をする方
の健康づくりなどの知識または技術を習得す
るための教室を開催します。

利用料：無料（実費を負担していただく場合があります。）
問健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

●家族介護教室

▲ボールを使った軽運動で認知症を予防
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お知らせ ひめさゆりウォーク

ひめさゆりがテーマのウォーキン
グイベント
　国指定史跡下小松古墳群に咲くひめさゆりなど
の里山の花々や植物と、美しい田園風景を楽しむ
ウォーキングイベントです。みどころスポットで
は、案内人がその魅力をご紹介します。
　里山をわたるさわやかな風とともにウォーキン
グを楽しんでみませんか。

○期日
　６月１１日㈯　受付開始　午前１０時３０分～
○コース
　下小松古墳群や諏訪神社、樽平酒造などのまち

なかをめぐる約１４ｋｍのコース（羽前小松駅
を午前１１時３０分に出発、午後３時頃解散予
定）

○参加料
　無料
※昼食は各自お持ちください。昼食時に山菜汁の
ふるまいがあります。
○申込締切
　６月８日㈬
※下記まで電話でお申し込みください。
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

お知らせ さなぶりまつり２０１１

○日時
　６月５日㈰　午前１０時３０分～午後２時３０分
○場所
　フレンドリープラザ広場
○内容
　①かど焼きまつり
　※前売券９００円（当日１，２００円）は川西商業協同
　組合事務所または組合加盟店で購入できます。
　②もち販売
　③手打ちそばの実演販売や各種売店

お知らせ モンテディオ山形応援募金

モンテディオ山形応援募金運動に　
ご協力ください
　モンテディオ山形は、他のＪ１の１７チームと
比べ、財政基盤が弱いものとなっています。
　そこで本町の取り組みとして、町民の皆さんか
ら善意の寄付金を募り、集まった募金を（社）ス
ポーツ山形２１に贈呈します。多くの方々のご賛
同をお願いします。
○期間
　５月１日㈰～１０月３１日㈪
○募金箱設置場所・時間
　①川西町役場１Ｆ窓口カウンター
　　㈪～㈮　午前８時３０分～午後５時
　②町民総合体育館
　　㈫～㈰　午前８時３０分～午後５時
　③フレンドリープラザ
　　㈫～㈰　午前８：３０分～午後５時
　④浴浴センターまどか
　　㈪～㈰　午前７時～午後１０時
※１, ０００円以上寄付された方には、チームグッ
ズのリボンマグネットシールを進呈します。
問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

　④共同売り出し（5 月２４日～６月４日）によ
　　る大抽選会
○主催
　川西商業協同組合
○共催
　川西町商工会、山形おきたま農業協同組合川西
　支店
○後援
　川西町
問川西商業協同組合 ☎４２－４８１０

お知らせ 特設人権相談

６月１日は人権擁護委員の日
　町では、特設人権相談所を次のとおり開設しま
す。夫婦・家族間のいざこざ、学校でのいじめ、
子供・高齢者への虐待、近所とのトラブルなどど
んな小さなことでも、気軽にご相談ください。相
談は無料で秘密は厳守いたします。
○日時　
　６月１日㈬　午後１時３０分～４時
○場所
　中央公民館４０１・４０２号室
○人権擁護委員の皆さん
島貫　明さん（上小松）　鈴木　紀子さん（小　松）
河野　嵩さん（西大塚）高根　功さん（尾長島）

問町住民生活課 住民生活グループ ☎４２－６６１５

お知らせ 油流出事故防止

油流出事故が多発しています
　油の流出は、河川の水質や動植物の生態系に大
きな影響を与えます。給油の際は、給油施設をこ
まめに確認・点検しましょう。

〈油流出事故を防ぐための心がけ〉
○その場を離れない・目を離さない
　ホームタンクなどから灯油等を小分けするとき
は、絶対にその場を離れないようにしましょう。
○定期点検を怠らない
　配管やホームタンクの定期点検をしましょう。
　万が一油流出があった場合は、すぐに下記まで
連絡してください。

問町住民生活課 環境衛生グループ ☎ 42－6618
　町消防暑  　　　　　　　　　　☎ 42－3700

お知らせ 不法投棄

　ごみをみだりに捨てると法律で処罰されます。
　なお、不法投棄１１０番電話は、強化月間のみ
でなく常時開設しております。
○不法投棄１１０番電話（置賜総合支庁環境課内）

☎２６－６０３４
○川西町不法投棄窓口電話（町住民生活課内）

☎４２－６６１８

お知らせ 野焼き防止

野焼きが原因で連続火災発生！
家庭ごみ、燃やしていませんか？
　野焼きは、悪臭・煙害・有害物質を発生させる
など、地域の皆さんに迷惑をかけます。また、野
焼きが原因の火災が連続で発生しています。
　ごみは、野焼きをしないでルールに従って処理
しましょう。

問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２－６６１８

平成２２年度の町税や保険料・使用料
などの納め忘れはありませんか
　町では税金の未納防止のために、年間を通じて
訪問催告等さまざまな対策を行っております。
　４月・５月は平成２２年度町税等の未納防止特
別月間として、納め忘れや事情などにより納める
ことが出来なかった方に、４月末まで納付される
よう催告書によるご通知と、訪問による納付催告
を実施しております。
　しかしながら、納付や相談をいただけない方に
ついては、法律に基づき、預貯金などの差押によ
り強制的に納めて頂く場合がありますので、早め
の納付をお願いいたします。
問町税務収納課 収納グループ ☎４２－６６３４

お知らせ 町税等未納防止特別月間

５月に水道メーターの検針を再開
します
　積雪の影響で再開を延期しておりました水道メ
ーター検針を、５月１５日より再開いたします。
なお、５月の検針にて冬期間に概算でいただいて
いた料金の精算を行います。精算方法については
次のとおりです。

〈精算方法〉
①前年１１月検針日から５月検針日までの使用水

量を、６ヶ月間で平均した水量で冬期間各月の
料金を再計算します。

②上記で再計算した料金の合計金額より、すでに
納付いただいた１２月分から４月分までの概算
料金の合計を差し引いた金額が５月分の精算料
金となります。（実際の請求は６月になります。）

③精算料金より概算料金で納付いただいた金額の
方が多い場合は、５月以降の料金で調整（充当）
させていただきますのでご了承ください。

問町地域整備課 上水道グループ ☎４２－６６５３

お知らせ 水道メーター検針
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手当額が改正になります
　児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額が、
平成２３年４月から改正されました。
○児童扶養手当
　児童１人につき（月額）
　　全部支給　　　４１，５５０円
　　一部支給　　　４１，５４０円から９，８１０円

（所得により算定）
　児童２人以上の加算額（月額）
　　２子加算　　　５，０００円
　　３子以降加算　３，０００円
○特別児童扶養手当
　１級／月額５０，５５０円
　２級／月額３３，６７０円
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

お知らせ 児童扶養手当・特別児童扶養手当

お知らせ こども手当

　子ども手当は、平成２３年４月から９月までの
６ヶ月間は、これまでと同じ月額１３，０００円で
引き続き支給されることになりました。
　なお転入、転出、出生などの場合、１５日以内
に子ども手当の手続きが必要です。手続きの際は
健康福祉課窓口までお越しください。
※平成２３年６月の現況届は不要です。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

お知らせ 身体障害者相談員

身体障害者相談員の紹介
　このたび身体障害者相談員として、次の方々が
任命されました。（任期：平成２４年３月３１日）。
　身体障がいでお悩みの方や困っている方は、気
軽にご相談ください。

安部　眞さん
☎４６－２１４１

【大塚・犬川地区担当】

登坂　幸一さん
☎４８－２７２５

【中郡・東沢・吉島地区担当】

吉見　みゆきさん
☎４２－５１８０

【小松・玉庭地区担当】

お知らせ 子育て支援医療証

子育て支援医療証の手続きはお済
みですか
　６月 1 日から、子育て支援医療の対象を中学３
年生まで拡大します。小中学生は医療証の交付申
請が必要になりますので、まだ手続きがお済みで
ない方は、お早めに申請してください。
※４月末日に送付しました手続きの案内を再度ご
確認ください。
※申請は５月末までに必ず行ってください。

（『重度心身障がい（児）者医療証』『ひとり親家
庭等医療証』をお持ちの方はそのままお使いいた
だけます。）
問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

　町では昨年に引き続き、住宅を新築される方に
「川西町木材製品利用住宅建築奨励助成制度」に
より助成をいたします。
　この制度は町内での木材需要の促進と町内経済
の活性化を目的に、置賜産材などを使用して木造
住宅等を建築する方に対して助成金を交付するも
のです。
○助成対象要件
　年度内に町内に建築される住宅等で助成を受け

られるのは、左記の①～③全てに該当する場合
です。

　①置賜産の木材を使用すること。
　②町内建築業者が施工するものであること。
　③新築もしくは増改築される住宅等で、申請す
　　る方が住居専用として使用する住宅であるこ
　　と。
○助成内容
　３０万円以上の置賜産木材を使用する場合が助

成対象となります。助成金額は、助成対象経費
の２０％以内の額で最高３０万円です。（助成金額
が３０万円未満の場合、1,000 円未満の額は切り
捨てになります。）

問町農地課 農村林務グループ ☎４２－６６４６

お知らせ 川西町木材製品利用住宅建築奨励助成制度

○申込先
　第１・３・４回　山形県教育センター
　☎０２３－６５４－６０６０
　第２回（※原則として就学の相談）　
町教育委員会教育総務グループ ☎４２－６６５９

地域教育相談窓口

○対象
　ことばの障がいやその心配のある幼児とその保
　護者
○方法
　電話相談や来所相談（来所は要予約）
○日時
　月・火・水曜日　午前９時〜午後４時
○相談窓口
　米沢市立南部小学校内 ☎２１－９８５５
　長井市立長井小学校内 ☎０２３８－８４－２００２

お知らせ 障がいに関する教育相談

お知らせ 地上デジタル放送

今年７月２４日アナログ放送が
終了します
　テレビのアナログ放送は今年７月２４日に終了
し、地上デジタル放送に完全移行します。画面の
右上に「アナログ」と表示されている場合、７月
２４日以降は、テレビを見ることができなくなり
ますので、地デジをみるための準備が必要となり
ます。

※詳しくは下記までお問い合わせください。
問デジサポ山形 ☎０２３－６０６－１１００

　山形県教育委員会が主体となり、障がいやその
心配のあるお子さんについて、療育や就学などに
関する無料相談を行います。秘密は厳守されます
ので、気軽にご相談ください。

県教育センターにおける相談

○対象
　幼児・児童・生徒とその保護者
○相談方法
　電話相談や来所相談（来所は要予約）
○相談窓口：
　教育相談
　　☎０２３－６５４－８１８１
　　月～金（平日）　午前９時～午後４時
　　☎０２３－６５４－８３８３
　　月～金（平日） 　午前８時３０分～午後８時３０分
　　土・日・祝祭日　午前８時３０分～午後５時３０分
　いじめ相談
　　☎０２３－６５４－８３８３　２４時間受付
　来所相談
　　月～金（平日）　午前９時～午後４時
　　☎０２３－６５４－８１８１　（予約受付）
　メール相談　non-ijime@pref.yamagata.jp

にこにこ相談

○対象
　幼児・児童・生徒の保護者
○相談方法
　来所相談
○場所・期日・申込締切
　米沢会場「県立米沢養護学校」 ☎３８－６１０１

　長井会場「長井市民文化会館」
　☎０２３８－８４－６０５１

	

期　　日 申込締切
第１回 ６月７日㈫ ５月２４日㈫
第２回 ７月２６日㈫ ７月５日㈫

第３回 １０月１８日㈫ １０月４日㈫
第４回 １月２４日㈫ １月１０日㈫

期　　日 申込締切

第１回 ６月１０日㈮ ５月２７日㈮

第２回 ８月５日㈮ ７月１４日㈭

第３回 １０月２０日㈭ １０月６日㈭

第４回 ２月２日㈭ １月１９日㈭

アナログ放送終了までの画面イメージ

☞

☞
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募　集 若者未来塾交付金

元気な若者を応援します
　町では青年層による自主的なまちづくり活動を
推進するため、次の要件を満たす団体に若者未来
塾交付金を交付いたします。交付を希望する団体
は期日まで町まちづくり課へ申請ください。
○対象団体
　おもに町内在住、在勤又は出身のおおむね２０

歳から３９歳の男女からなり、全町的なまちづ
くり活動を継続して推進する団体。

○対象事業
　次の要件を満たす自主的なまちづくり活動を推
　進するための事業
　　①活動の情報発信
　　②他地域の団体との交流
　　③交付団体が連携した事業の実施
　　④活動成果の報告及び「川西町のまちづくり
　　　提案」の提出
○交付金額
　１団体５０万円を上限とする額
○申請締切
　５月２５日㈬　午後５時
○その他
　町まちづくり課に交付要綱（申請書様式）を準
備していますので、申請を希望される団体はご連
絡ください。また、町ホームページにも掲載して
います。
問町まちづくり課地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

募　集 青年海外研修事業

まちづくりに関する自主的な　　
海外研修を応援します
　町では、町内在住・在勤の２０～３９歳の方を
対象に、自らがまちづくりに関する海外研修を企
画し実施することを応援する「川西町青年海外研
修補助金」制度を設けました。
　この制度では、町ホームページに掲載している

「川西町青年海外研修補助金交付要綱」に基づき、
旅費と活動経費からなる対象経費の２／３以内で
一人あたり２５万円を上限に経費を補助します。
　補助金の交付を希望する方は、研修計画等を記
載した企画書を６月８日（水）までに提出のうえ、
審査を通過することが必要となります。
　なお、下記にて詳しい説明会を開催しますので、

補助金の交付を希望する方はご参加ください。

　青年海外研修補助金説明会

○日時
　５月２５日㈬　午後７時～
○会場
　中央公民館 視聴覚室
○内容
　①交付要綱の概要
　②企画書の作成方法
　③研修実施に係るスケジュール
　④質疑

問町まちづくり課地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

まちづくりのための活動を支援します
　活力ある地域づくり、町民と行政の協働のまちづ
くりを推進するために、町民の皆さん（団体、グルー
プ）が自主的・主体的に行う事業、地域活動等に対
し支援いたします。
○対 象 者
　自治会および町内に所在する団体、グループ（た

だしこれまで当事業を活用したことのある団体等
は対象外とします。）

○対象事業
　①地域間交流事業②世代間交流事業③人材育成事

業④コミュニティ育成事業⑤産業創造育成（特産
品開発、生産加工等）事業⑥子ども育成事業⑦イ
ベント（研修会等含む）開催事業⑧その他町長が
特に認める事業

○対象経費
　補助金の対象となる経費は食糧費等を除いた経費
○補 助 額
　補助対象経費の１０分の１０以内。１事業１５万

円を上限とします。
○申請方法
　町まちづくり課へ所定の申請書を提出ください。
○申請締切
　６月１０日㈮
○採否決定
　申請書提出後、審査を行い、予算の範囲内におい

て事業の採否を決定します。
問町まちづくり課　地域づくり推進室

☎４２－６６１３

募　集 協働のまちづくり実践活動助成事業

住宅の建設を支援します
　町では、町内に自ら居住する住宅の新築・増改
築・改修等を行う場合補助金を交付します。この
事業は、町内での住宅の質の向上及び住宅投資の
波及効果による経済の活性化を図ることを目的と
しています。
○対象者
　①町内に自ら居住する住宅等を建設する方
　　（新築・増築・改築・改修工事を対象とします）
　②町内の施工業者と契約する方
　③耐震改修工事は耐震診断の結果に基づき評点
　　を上げる改修工事を行う方
　④町税の滞納がない方
○補助対象工事
　１０万円以上の工事を対象とします。
○補助内容
　①一般工事　工事費の１０％
※県補助対象の場合は１０％の上乗せ
　②耐震改修工事　工事費の１／４
※県補助対象の場合は１／４を上乗せ
○補助上限額
　①一般工事　　　２０万円
　②耐震改修工事　６０万円
※県の上限額も同じです。
○受付開始
　５月２３日㈪～
問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

お知らせ 川西町住宅建設支援制度

お知らせ 通訳・翻訳人材ボランティアバンク

通訳・翻訳人材ボランティアバン
クをご活用ください
　町では、町民と外国の方との橋渡しの役割を担
っていただくため、通訳・翻訳ボランティア人材
バンクを設置しています。外国語に堪能な方や語
学を生かしたいとお考えの方が登録されています
ので、通訳や翻訳を依頼したい方は、お気軽にご
連絡ください。
　また人材バンクの登録についても、常時募集し
ていますので情報をお寄せください。
○登録されている言語の種類
　中国語　広東語　マレー語　英語　スペイン語
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

日本語講座受講生を募集します
　町では日本語に不自由されている外国籍の方を
対象に、日本語講座（２５回コース）を開設し、
受講生を募集します。
○対象者
　外国籍の方で、日常生活に必要な初級の日本語

学習を希望する方２０名（先着順）
※参加者の状況により、時間割（初級Ⅰ・Ⅱ）を

設定する場合があります。
○期日

○時間　
　午後７時～９時
　（初回のみ午後６時３０分～９時）
※参加者の状況により時間割（初級Ⅰ・Ⅱ）を設

定する場合があります。
○会場　
　中央公民館
○講師　
　伊藤　恵子　氏
○受講料　
　町内在住者３，０００円　町外在住者５，０００円
　テキスト代は別途負担（４，７２５円）
○内容　
　テキストによる学習
※授業はすべて日本語で行います。
○託児サービス
　育児中の方も参加しやすいように、託児サービ

ス（無料）を行います。詳細はお問い合わせく
ださい。

○申込方法
　申込書を準備しておりますので、町まちづくり

課にご連絡ください。
○申込締切　
　５月２７日㈮
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

ＦＡＸ４２－２１１０

６月 ６日㈪、１３日㈪、２０日㈪、２７日㈪

７月 ４日㈪、１１日㈪、２５日㈪

８月 １日㈪、　８日㈪、２２日㈪、２９日㈪

９月 ５日㈪、１２日㈪、２６日㈪

１０月 ３日㈪、１７日㈪、２４日㈪、３１日㈪

１１月 ７日㈪、１４日㈪、２１日㈪、２８日㈪

１２月 ５日㈪、１２日㈪、１９日㈪

募　集 日本語講座受講生募集
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募　集 川西町まちづくり委員会

「川西町まちづくり委員会」委員を
募集します
　町では、「川西町まちづくり委員会」を設置し、
総合計画の進行管理や行政施策の提言及び評価を
いただいております。
　このたび委員が任期満了を迎えることから、下
記のとおり委員を募集します。ぜひご応募くださ
い。
○応募資格
　町内在住の２０歳以上の方
○募集人員
　４名程度
○任期
　２年間
○応募方法
　応募用紙に所定の事項を記入し、川西町役場企

画財政課へお持ちいただくか郵送又はファック
スでお申し込みください。（各地区交流センター
への提出も可能です。）

○応募用紙
　応募用紙は、町企画財政課または各地区交流セ

ンターに準備してあります。
○応募締切
　５月３１日㈫
問町企画財政課　政策調整グループ

☎４２－６６９５
FAX ４２－２７２４

募　集 まちづくりマイスター養成講座

「まちづくりマイスター養成講座」
受講生を募集します
　まちづくり、地域づくりに必要なスキルを身に
付け、「これから」を担う人材を育成するため、「ま
ちづくりマイスター養成講座」を開設します。
　今回の講座は、各地区からの推薦者と一般から
の応募者を合わせて４０名程度での開設を予定し
ています。この講座を修了された方を「まちづく
りマイスター」に認定し、町、そして各地区にお
けるまちづくり、地域づくり活動に指導的立場で
参画いただく予定ですので、ふるってご参加くだ
さい。
○募集定員
　７名

募　集 ダリヤ園マイガーデン

ダリヤ園にマイガーデンを
　ダリヤ園の小花壇をお貸しします。ダリヤ園の
開園期間中、ダリヤも含めて自由に植栽していた
だき、親しみのある公園づくり、魅力あるダリヤ
園づくりに参加いただける方を募集します。

（開園期間中にコンテスト開催の予定あり）

○参加対象
　ダリヤ園開園期間中管理可能な方
　（個人・団体・企業は問いません）
○花壇の場所と数
　ダリヤ園内　円形の小花壇
　（園の南西部：直径約４ｍ）　６花壇
○経費負担
　植栽にかかる花苗（肥料、管理経費を含む）な
　どについては、参加いただける方のご負担でお
　願いします。なお、ダリヤの球根については、
　提供します。（希望の品種に添えない場合あり）
○管理期間
　植栽時期からダリヤ園の開園期間
○募集締切
　５月２７日㈮

（先着順とし、定数に達した時点で締め切ります）
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

○募集資格
　年齢、性別等を問いません。
○受講料
　無料
○申込方法
　まちづくり課又は各地区交流センターに備えて
ある申込用紙に必要事項を記入の上、まちづくり
課まで提出ください。
○募集期限
　５月２５日㈬
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

●６月の休館日
開館時間（通常）
火曜日～土曜日 

10：00 ～ 20：00 

日曜日・祝日 

10：00 ～ 18：00 

■は休館日

『宮本常一とあるいた昭和の日本　17』
田村善次郎・宮本千晴　監修

農文協　　刊
　日本の各地をフィールドワークし続け、
膨大な記録を残した民俗学者の宮本常一。
彼の歩いた昭和の日本が全 25巻にまとめら
れています。今回はその中の一冊、北海道
篇の 1冊目。各ページの豊富な写真が郷愁
を呼び覚まします。

『やさしい　こども将棋入門』
羽生善治　監修　池田書店　刊

　8種類の駒の特徴を覚えて、相手の王様を
先につかまえれば勝つゲームです。気軽に
チャレンジして慣れることが上達の第一歩で
す。お父さん、お母さんも読んでご家族で楽
しんでみてください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

６月１１日㈯　１０：３０～１１：００
★おはなしのへや　おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

フレンドリー
プラザ

町立図書館・遅筆堂文庫

●６月のおはなし会

こどもの本

おとなの本

今月のオススメ本コーナー

◆◇◆ 　チケット好評発売中　◆◇◆

５
月
22
日
㊐
は
プ
ラ
ザ
の
日
（
午
前
10
時
～
12
時
）　
　
・「
遅
筆
堂
文
庫
」
の
本
整
理
を
行
い
ま
す
。

■プラザ寄席Ｖｏｌ．１８『柳亭市馬 独演会』
５
２１㊏

　極めて魅力的な語り口、実に巧みに使い分ける表情。
そして落語界きっての美声の持ち主、市馬師匠の「面
白い古典落語」は大人の風格があり絶品です！貴重な
ナマ声寄席をご堪能ください。終演後のサイン色紙抽
選会もお楽しみに。

【開　演】１９：００
【入場料】一般２，８００円会員２,５００円

高校生以下１,５００円
【会　場】ロビー特設寄席会場 限定１５０席

全席自由・当日２００円増し

■人形劇団プーク
～大人の人形シリーズ～『怪談 牡丹燈籠』

【開　演】１３：００（開場１２：３０）
【入場料】一般３，０００円会員２,５００円

大学生以下１,３００円
全席指定・当日５００円増し

※小学校低学年以下のお子さんの入場はご遠慮く
ださい。

７
２㊏

原作：三遊亭円朝　潤色・演出：井上幸子
舞台装置：朝倉摂　音楽：マリオネット

（マンドリン＆ポルトガルギター・デュオ）

～あらすじ～
　お露

つゆ

は浪人の萩原新三郎に恋し
たあげく焦

こが

れ死
じ

にする。お露は後
を追って死んだ下女のお米

よね

ととも
に、夜な夜な牡丹燈籠を手に新三
郎のもとに通う。その後、しゃれ
こうべを抱く新三郎の姿が発見さ
れ、お露がこの世の者でないこと
がわかる ･･･

【上映】日没後上映開始。
【会場】野外劇場大スクリーン
※詳細は６月号に掲載します。

～こんなにおもしろい人形芝居　人形浄瑠璃か

らひょっこりひょうたん島まで～

■藤沢周平・原作『花のあと』映画上映会

【開　演】①１３：３０　②１９：００
※詳細は６月号に掲載します。

７
23 ㊏

出演：北川景子　甲本雅裕　語り：藤村志保
７
３０㊏

■『プラザ夏の野外上映会』

公演

直前！
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健康情報ひろば Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

母子健康手帳交付

〈期　　日〉６月１３日㈪、２７日㈪
〈受付時間〉９：００～１３：００
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書

すくすく赤ちゃん健康診査

〈期　　日〉６月１７日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２３年１月１６日～３月１５日

生まれの乳児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

３歳児健康診査

〈期　　日〉６月２２日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成１９年１１月１日～１２月３１日

生まれの幼児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
〈内　　容〉身体計測、内科・歯科診察等
※フッ素を希望者に塗布します（負担金６００円）。

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０

子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します

　５月末で更新が必要な方は、１歳児から６歳児ま
での誕生日が５月２日から６月１日生まれの方です。

〈持 ち 物〉①印鑑②お子さんの健康保険証③平成
２２年１月１日に本町に住所がない方
は、扶養者の平成２１年分の所得額と
控除額のわかる書類

〈受　　付〉５月２５日㈬～６月３０日㈭
※７月以降に申請された場合、６月分の医療費は自
己負担となります。

〈申請・問合せ先〉町健康福祉課医療給付グループ
☎ 42 － 6640

ポリオ予防接種

〈期　　日〉５月２７日㈮
〈場　　所〉町民総合体育館
〈対 象 者〉①平成２２年１０月～平成２３年１月

生まれの乳児
②平成２２年６月～９月生まれの乳児
③上記以前に生まれた９０ケ月未満の

未接種児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、予診表
※予防接種会場が農村環境
改善センターに変更になる
場合もありますのでご了承
ください。

こんにちは
地域包括支援センターだより② 問町健康福祉課 介護支援グループ

☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるよう
に、地域包括支援センターを積極的にご活用ください。

介護予防事業「元気アップ教室」
　足腰の骨や筋肉などの運動器が衰えると自立した
生活が難しくなります。いつまでもいきいきと自分
らしく生きること、それを実現する手立てが「介護
予防」です。
　「年だからできない」とあきらめないで、心と体
の筋肉を鍛えて足腰を元気にしましょう。
　右の教室は基本チェックリスト（４月号掲載）の
結果に基づいて、対象者の方にご案内しております。

ぴかぴか歯っぴい教室

〈期　　日〉６月９日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２１年６月生まれの幼児

　【受付時間】９：２０～９：３０
②平成２０年６月、平成２０年１２月、
　平成２２年４月生まれの幼児ほか
　【受付時間】９：３０～１０：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金６００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

献　　血

〈期　　日〉６月１７日㈮
〈献血時間〉①９：３０～１１：３０
〈場　　所〉㈱殖産工務所
〈対 象 者〉１６～６９歳の健康な方
〈持 ち 物〉献血カード

各種検診（呼吸器・特定健診等）

〈期　　日〉６月１３日㈪、１４日㈫
〈受付時間〉７：３０～９：００
〈場　　所〉犬川地区交流センターえぐべ
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は、保険証が必要です。

在宅介護支援センター名 住所 電話番号 担当地区

在宅介護支援センター
そよ風の森 時田１４１７ ☎４６－２１２１

（２４時間対応）
大塚地区、犬川地区、吉島地区、
中郡地区（下奥田を除く）

在宅介護支援センター
かがやきの丘 下奥田３７９６－２０ ☎５４－２９３０

（２４時間対応）
小松地区、玉庭地区、東沢地区、
中郡地区（下奥田のみ）

「元気アップ教室～足腰元気コース～」
「元気アップ教室～お口元気コース～」

○日時：毎週木曜日　午前１０時～１１時３０分
※６月、９月、１２月開始の３コースがあります。

　（各コース１２回）
○会場：町民総合体育館または農村環境改善センター

（送迎あり）
○内容：①足腰元気コースは、理学療法士によるス
　　　　　トレッチやレクリエーションなど
　　　　②お口元気コースは言語聴覚士によるお口
　　　　　マッサージやレクリエーションなど
○費用：３００円

「元気アップ教室
～関節に痛みがある方の教室～」

○日時：毎週木曜日　午後１時～２時３０分
※６月、９月、１２月開始の３コースがあります。

（各コース１２回）
○会場：斎藤接骨院（送迎あり）
○内容：機能訓練指導員によるストレッチや足腰　
　　　マッサージなど
○費用：３００円

在宅介護支援センターをご利用ください
　町では町内 2 か所の施設に在宅介護支援センター事業を委託しています。
在宅介護支援センターでは、介護の相談や介護保険の申請受付など介護・福祉全般について電話や訪問等
で相談に応じています（相談無料・秘密は厳守します）。
　地域包括支援センターと在宅介護支援センターは常に連携をとりながら、高齢者の相談業務に対応して
います。ぜひお気軽にご相談ください。

▲元気アップ教室の活動写真
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町
長　

原　

田　

俊　

二

　

待
ち
に
待
っ
た
桜
も
一
気
に
開
花
し
、
土

砂
降
り
の
雨
に
花
は
散
り
ま
し
た
が
新
緑
が

映
え
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
ご
み
、
タ

ラ
の
芽
、
こ
し
あ
ぶ
ら
、
ウ
ド
、
ワ
ラ
ビ
と

山
菜
の
美
味
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
苦

み
、
渋
み
は
季
節
の
変
わ
り
目
に
合
わ
せ
た

新
陳
代
謝
に
必
要
な
栄
養
素
、
先
人
の
知
恵

は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
く
き
た
ち
や
ア

ス
パ
ラ
も
甘
み
が
あ
っ
て
本
当
に
美
味
し
い
。

私
が
一
番
好
き
な
ウ
コ
ギ
も
食
べ
ご
ろ
で
す
。

　

豪
雪
で
果
樹
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
何
回
も
除
雪
を
し
た
も
の
の
棚
の
上
に

１
メ
ー
ト
ル
も
雪
が
積
も
り
、
ぶ
ど
う
棚
を

押
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
ン

ボ
や
ラ
フ
ラ
ン
ス
も
枝
折
れ
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
ん
な
困
難
な
中
で
も
「
津

波
で
や
ら
れ
た
人
た
ち
か
ら
見
れ
ば
ま
だ
恵

ま
れ
て
っ
ぺ
。
樹
は
生
き
て
ん
だ
も
の
な
ん

と
か
し
ん
な
ね
べ
。」
と
元
気
な
声
に
励
ま

さ
れ
て
、
懸
命
に
棚
起
し
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
果
樹
は
良
い
も
の
を
生
産
す
る
た

め
に
何
年
も
労
力
を
つ
ぎ
込
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
手
塩
に
か
け
た
大
事
な
樹

が
力
強
く
復
活
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

三
日
、
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
成

人
者
代
表
、
髙
橋
泰
之
さ
ん
の
「
こ
の
た
び

の
大
震
災
に
学
び
、
新
成
人
と
し
て
何
が
で

き
る
か
考
え
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答

辞
に
感
動
し
ま
し
た
。
現
に
災
害
支
援
の
任

務
に
就
い
て
い
る
方
も
お
り
、
立
派
な
新
成

人
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

五
日
、
小
松
駅
を
舞
台
に
こ
ど
も
フ
ェ
ス

タ
と
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
ラ
リ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
八
百
人
、
街

中
散
策
と
出
店
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
若

者
た
ち
の
紅
大
豆
カ
レ
ー
、
福
島
県
か
ら
避

難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
手
作
り
し
た
「
し

み
て
ん
」
が
振
る
舞
わ
れ
、
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
置
農
生
、
小
松
幼
稚
園
、
Ａ

Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
ょ
う
た
ん
島
の
縁
で
、
岩
手
県
大
槌
町
へ

の
義
援
金
の
呼
び
か
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

大
震
災
を
経
験
し
、
改
め
て
日
々
平
々

凡
々
で
も
毎
日
が
あ
た
り
ま
え
に
過
ぎ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
毎
日
の
忙

し
さ
の
中
に
、
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
い
な

い
か
見
つ
め
直
し
て
見
る
事
も
大
事
だ
な
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
豪
雪
と
春
先
の
低
温
で
す
べ
て
が

遅
れ
気
味
で
す
。
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
交
通

安
全
、
農
作
業
安
全
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
た
り
ま
え
の
事
を
大
切
に

川
西
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
子
育
て
だ
よ
り
～

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
吉
島
幼
稚
園
内
）
☎
44

－

２
８
２
２

５
・
６
月
の
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
日
程

～
大
地
に
踏
ん
張
る
苗
の
よ
う
に
～

　

桜
の
季
節
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
田
ん

ぼ
に
緑
の
小
さ
い
苗
が
植
え
ら
れ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
苗
は
お
い
し

い
水
と
太
陽
と
農
家
の
方
々
の
愛
情
に

よ
っ
て
そ
の
根
を
深
く
張
っ
て
ど
ん
ど
ん

成
長
し
ま
す
。
雨
に
も
負
け
ず
、
風
に
も

負
け
ず
。
な
ん
だ
か
ま
る
で
人
間
の
赤

ち
ゃ
ん
と
似
て
い
ま
す
ね
。
お
水
は
赤

ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
お
っ
ぱ
い
や
ミ
ル
ク
。

太
陽
は
お
母
さ
ん
や
家
族
の
笑
顔
で
し
ょ

う
か
。
た
く
さ
ん
の
見
守
る
目
が
赤
ち
ゃ

ん
を
強
く
元
気
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
毎
日
が
発
見
と
苦
悩
と
喜
び

の
連
続
。
田
ん
ぼ
は
冬
の
間
お
休
み
し
ま

す
が
、
子
育
て
に
は
１
日
も
休
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
１
人
で
悩
ま
ず
に
、

つ
ら
い
時
は
ぜ
ひ
周
囲
に
手
と
声
を
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
遊
び
だ
け
で

な
く
相
談
も
で
き
る
場
所
で
す
。
話
す
こ

と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
る

し
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と
の
情
報
交
換

も
で
き
ま
す
。

　

苗
を
見
守
る
太
陽
は
い
つ
も
笑
顔
で
い

て
ほ
し
い
か
ら
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ

う
応
援
し
ま
す
。

５
月
27
日
㊎　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
【
講
話
：
こ
れ
で
バ
ッ
チ
リ
！
ほ
め
方
、
し
か
り
方
（
町
保
健
師
）】

６
月
16
日
㊍　

玉
庭
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
四
方
山
館

　
　
　
　
　
　
【
サ
ー
ク
ル
め
ん
こ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
】

○
時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
６
月
７
日
㊋
は
お
ぼ
ご
ん
カ
フ
ェ
（
子
育
て
サ
ロ
ン　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
）
で
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
の
場
で
す
（
有
料
・
見
守
り
託
児
あ
り
）

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
６
月
３
日
㊎
ま
で
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
定
員
15
組
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各種検診のお知らせ
　町では、５月〜１１月にかけて各地区交流センター等を会場に各種検診を実施します。
　自分自身の健康状態を知り生活習慣を見直すための健康診査や、各種がんの早期発見のための検診な
どが行われます。

※ご案内の検診日は、検診票の右上に記載して
あります。できるだけご案内の日に受診ください。

※男女同日の案内となります。

特定健診等・各種がん検診

検 診 会 場
受 付 時 間

午前７時３０分～９時
実　施　日

犬 川 地 区
交流センター

６月１３日㈪　６月１４日㈫

玉 庭 地 区
交流センター

７月１３日㈬　７月１４日㈭

吉 島 地 区
交流センター

８月２４日㈬　８月２５日㈭
８月２６日㈮

東 沢 地 区
交流センター

９月２日㈮

中 郡 地 区
交流センター

９月１２日㈪　９月１３日㈫
９月１４日㈬

大 塚 地 区
交流センター

９月２９日㈭　９月３０日㈮

農 村 環 境
改善センター

１０月２４日㈪　１０月２５日㈫
１０月３１日㈪　１１月７日㈪
１１月８日㈫

子宮・乳がん検診
会　　場 南陽検診センター
受付時間 午後１時～１時２０分
案内地区 実　施　日

小 松
９月２０日㈫　１０月１１日㈫
１０月１７日㈪　１０月２６日㈬
１１月９日㈬

大 塚 ９月１日㈭　９月２０日㈫

犬 川 ６月１日㈬　６月２１日㈫

中 郡 ８月１８日㈭　８月１９日㈮

玉 庭 ６月２１日㈫　７月１日㈮

東 沢 ８月８日㈪

吉 島
７月１日㈮　７月２２日㈮
８月８日㈪

国保人間ドック
会　　場 南陽検診センター

受付時間
女性：午前７時～７時３０分
男性：午前７時３０分～８時

案内地区 実　施　日

小　松 １０月２１日㈮　１１月２４日㈭
１１月３０日㈬

大　塚 ９月２２日㈭　１０月１９日㈬
１０月２１日㈮

犬　川 ５月２４日㈫　６月２９日㈬

中　郡 ８月３１日㈬　９月１７日㈯
９月２２日㈭　

玉　庭 ６月２９日㈬
東　沢 ８月２２日㈪　

吉　島 ６月２９日㈬　７月１９日㈫
７月２５日㈪　８月２２日㈪

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

国保加入者以外の被扶養者特定
健診について
○健康保険協会・共済組合等の被扶養者の方へ
　４０歳以上７５歳未満の被扶養者の方には、
各医療保険者から特定健診に関するご案内が
届く予定です。
　ご案内に町の集団検診会場で特定健診の受
診ができる旨の記載がある場合は、がん検診
（子宮・乳がん検診を除く）を同時に受診す
ることができます。町のがん検診を申し込ん
でいない方は、事前にお申し込みください。
　お手元に届いた案内をよくご確認ください。
不明な点は、保険証に記載してある保険者に
お問い合わせください。

※申し込まれた方の各種検診票は、健康推進班
（衛生婦人班）の方を通して事前に配布します。
お申し込みのない方で、検診希望の方は下記ま
でお問い合わせください。

５月３１日は「世界禁煙デー」
　禁煙は、高血圧や糖尿病、歯周病などの生活習慣病を予防する上でも大切なポイントです。
○禁煙サポート
　町では、保健師が電話等により３ケ月間禁煙支援を行います。禁煙指導をする医療機関やインターネット
などさまざまな禁煙サポートがありますので、自分にあった方法を見つけましょう。
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自
動
車
税
の
納
期
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
㈫
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機

関
・
総
合
支
庁
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
方
に
対
し
て
は
、
課
税

の
停
止
な
ど
の
救
済
措
置
が
あ
り

ま
す
。

問
置
賜
総
合
支
庁
税
務
課

☎
26

－

６
０
１
４

漁
業
組
合
員
証
の
交
付
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

米
沢
市
、
南
陽
市
、
高
畠
町
及

び
、
川
西
町
で
釣
り
等
を
行
う
場

合
、
県
南
漁
業
協
同
組
合
発
行
の

組
合
員
証
が
必
要
で
す
。
早
め
に

組
合
員
証
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

▼
交
付
場
所
：
四
季
の
長
谷
庄
商

店問
長
谷
庄
商
店
☎
42

－

２
５
２
２

ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
作
戦

　

美
し
い
環
境
で
心
豊
か
な
生
活

を
送
る
た
め
、
地
域
の
公
共
施
設

を
清
掃
し
ま
す
。

▼
日
時
：
５
月
22
日
㈰

　

午
前
６
時
～
８
時

▼
場
所
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

周
辺

▼
持
ち
物
：
軍
手
及
び
清
掃
用
具

▼
そ
の
他
：
少
雨
決
行
（
大
雨
の

場
合
は
、
中
止
と
し
ま
す
が
、

花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

の
で
朝
６
時
に
ご
集
合
く
だ
さ

い
。）

問
㈳
米
沢
法
人
会

☎
22

−

５
４
０
１

裁
判
所
見
学
会

▼
日
時
：
５
月
26
日
㈭

　

午
後
１
時
10
分
～
４
時
30
分

▼
場
所
：
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
沢
支
部

▼
内
容
：
刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判

手
続
説
明
、
裁
判
員
制
度
ビ
デ

オ
視
聴
、
裁
判
員
制
度
説
明
、

庁
舎
内
見
学
等

※
左
記
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶

務
課

☎
22

－

２
１
６
５

お
知
ら
せ

第
７
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ　

３
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
大
会

　

今
回
開
催
す
る
ま
ど
か
カ
ッ
プ

Ｍ
Ｔ
Ｂ
大
会
は
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
竹
谷
賢
二
選

手
も
参
加
し
ま
す
。
ま
た
参
加
費

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
金

額
を
義
援
金
と
し
ま
す
。

▼
日
時
：
６
月
４
日
㈯

　

午
前
９
時
45
分
～（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
：
川
西
ダ
リ
ヤ
園
周
辺
特

設
コ
ー
ス

▼
内
容
：
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
３

時
間
耐
久
レ
ー
ス
及
び
キ
ッ
ズ

レ
ー
ス

▼
参
加
費
：
大
人
２
０
０
０
円
＋

１
周
回
に
付
き
50
円

　

小
人　

１
０
０
０
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
チ
ー
ム
白
猿　

本
間
翼

☎
42

－

２
３
８
１

鯉
釣
り
大
会

▼
日
時
：
６
月
12
日
㈰　

　

受
付　

午
前
５
時

　

開
始　

午
前
６
時

▼
場
所
：
玉
庭
酒
町
野
中
橋
上
流

▼
参
加
費
：
１
０
０
０
円

▼
参
加
資
格
：
平
成
23
年
度
県
南

漁
協
組
合
員
（
年
券
）
の
方

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
南
漁
業
協
同
組
合
川
西
支
部

　
（
上
小
松
「
長
谷
庄
釣
具
店
」）

☎
42

－

２
５
２
２

「
泣
い
た
ト
ラ
ヒ
ゲ
の
巻
」
＆

熊
倉
一
雄
講
演
会

▼
日
時
：
６
月
12
日
㈰

　

人
形
劇
①
午
後
１
時
～

　
　
　
　

②
午
後
４
時
～

　

講
演
会　

午
後
３
時
～

▼
場
所
：
シ
ベ
ー
ル
ア
リ
ー
ナ
劇

場
▼
入
場
料
：
大
人
２
０
０
０
円

　

小
人（
高
校
生
以
下
８
０
０
円
）

※
未
就
学
児
は
無
料

問
公
益
財
団
法
人
弦
地
域
文
化
支

援
財
団

☎
０
２
３

－

６
８
９

－

１
１
６
６

多
重
債
務
無
料
相
談
会

▼
日
時
：
６
月
16
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
場
所
：
山
形
財
務
事
務
所

※
６
月
14
日
㈭
ま
で
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

問
東
北
財
務
局
金
融
監
督
第
三
課

☎
０
２
２

－

２
６
６

－

５
７
０
３

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
６
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁

▼
定
員
：
先
着
４
名

　
（
相
談
時
間
は
１
人
40
分
程
度
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
申
し

込
ま
れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
西
王

不
動
産　

置
賜
事
務
所

☎
24

－

２
３
３
２

山
形
県
警
察
官
採
用
試
験

【
警
察
官
Ａ
】

（
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
）

▼
申
込
期
間
：
６
月
20
日
㈪
ま
で

▼
第
１
次
試
験
日
：
７
月
10
日
㈰

▼
第
１
次
試
験
合
格
発
表
：
７
月

21
日
㈭

▼
第
２
次
試
験
日
：
８
月
上
旬
及

び
８
月
中
下
旬

※
試
験
会
場
は
第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
最
終
合
格
発
表
：
９
月
上
旬

【
警
察
官
Ｂ
】

（
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当

し
な
い
方
）

▼
申
込
期
間
：
７
月
29
日
㈮
～
８

月
29
日
㈪

▼
第
１
次
試
験
日
：
９
月
18
日
㈰

▼
第
１
次
試
験
合
格
発
表
：
10
月

募
　
集

催
　
し

６
日
㈭

▼
第
２
次
試
験
日
：
10
月
下
旬
及

び
11
月
上
旬

※
試
験
会
場
は
、
第
１
次
試
験
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
最
終
合
格
発
表
：
11
月
中
旬

問
米
沢
警
察
署
☎
26

－

０
１
１
０

置
賜
広
域
病
院
組
合　

職
員
採
用
試
験

【
募
集
職
種
と
人
員
】

①
看
護
師　

約
30
名

②
助
産
師　

若
干
名

③
行
政
職
（
上
級
）　

若
干
名

▼
採
用
予
定
日
：

　

平
成
24
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格
：

①
～
② 

：
昭
和
42
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
種
の
資
格
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
平
成
24
年
６
月
30

日
ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
方

③
昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
。
ま
た
は
平
成
２
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

▼
試
験
日
：
６
月
26
日
㈰

▼
試
験
会
場
：
中
央
公
民
館

▼
受
付
期
間
：
５
月
16
日
㈪
～
６

月
10
日
㈮
（
当
日
必
着
）

▼
試
験
案
内
の
配
布
：
川
西
町
役

場
総
務
課
、
置
賜
広
域
病
院
組

合
事
務
局
総
務
企
画
課
等
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
置
賜
広
域
病

院
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
置
賜
広
域
病
院
組
合
事
務
局

総
務
企
画
課
☎
46

－

５
０
０
０　

（
内
線
２
１
２
５
）

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）

試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格
：
平
成
２
年
４
月
２

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

▼
受
付
期
間
：

　

６
月
21
日
㈫
～
28
日
㈫

▼
受
験
申
込
書
の
請
求
：
最
寄
り

の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事

務
局

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

山
形
県
医
師
修
学
資
金

貸
与
者
募
集

　

山
形
県
で
は
、
県
内
の
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
医
師
を
確
保
す
る

た
め
え
、
大
学
に
お
い
て
医
学
を

履
修
す
る
方
に
修
学
資
金
を
貸
与

し
ま
す
。

　

一
定
期
間
、
県
内
の
公
立
病
院

等
に
勤
務
す
る
な
ど
の
条
件
を
満

た
せ
ば
、
貸
与
し
た
修
学
資
金
を

返
還
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
貸
与
年
額
：
①
地
域
医
療
従
事

医
師
確
保
修
学
資
金
２
０
０
万

円
②
特
定
診
療
科
医
師
確
保
修

学
資
金
２
０
０
万
円
③
山
形
大

学
医
学
部
修
学
資
金
２
０
０
万

円
④
短
期
修
学
資
金
１
５
０
万

円
▼
募
集
受
付
期
間
：
６
月
13
日
㈪

～
７
月
12
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
健
康
福
祉
部
地
域
医
療

対
策
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
１
５
９

手
話
教
室

【
入
門
～
初
級
】

▼
日
時
：
５
月
18
日
㈬
～
７
月
20

日
㈬
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

【
中
級
】

▼
日
時
：
７
月
27
日
㈬
～
９
月
28

日
㈬
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
場
所
：
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
：
各
３
０
０
０
円

▼
定
員
：
各
６
名

問
米
沢
鷹
山
大
学
事
務
局

☎
21

－

６
１
１
１

農
業
経
営
実
践
講
座　

受
講
者
募
集

　

農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
、
専

門
技
術
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

▼
内
容
：
①
お
米
と
大
豆
の
栽
培

基
礎
講
座
②
果
樹
講
座
③
野
菜

講
座
④
小
ぎ
く
栽
培
講
座
⑤
農

産
加
工
基
礎
講
座
⑥
パ
ソ
コ
ン

農
業
簿
記
基
礎
講
座
⑦
パ
ソ
コ

ン
簿
記
記
帳
支
援
講
座

▼
申
込
締
切
：
５
月
23
日
㈪

問
置
賜
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及

課
☎
57

－

３
４
１
１

マ
イ
マ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

新
規
会
員
募
集
中

▼
種
目
：
①
テ
ニ
ス
②
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
③
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
④
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
⑤
野
球
⑥
ボ
ウ
リ

ン
グ
⑦
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
⑧
総
合

コ
ー
ス
（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
・

吹
き
矢
・
卓
球
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
等
）

▼
対
象
者
：
町
内
外
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
（
避
難
所
の
方

も
大
歓
迎
）

▼
入
会
金
：
３
０
０
円

▼
年
会
費
：
一
般
会
員
３
５
０
０

円　

小
学
生
会
員
２
５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
８
０
０
０
円

※
避
難
所
の
方
は
無
料
で
す
。

　

お
試
し
会
員　

月
額
１
５
０
０

円
（
保
険
料
別
）

　

体
験
会
員　

１
回
５
０
０
円

　

ボ
ウ
リ
ン
グ　

１
回
１
０
０
０

円
▼
保
険
料
：

　

中
学
生
以
上　

１
６
０
０
円　

　

小
学
生　

６
０
０
円

問
マ
イ
マ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
（
吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
44

－

４
８
４
０

広告

新規会員様募集中

半額

年会費 300円

冬物整理にぜひご利用ください！
コタツ布団割引中！

１０点
まで

新規ご入会時・更新時
クリーニング料金

ヤマザワ川西店

（ワイシャツ・特殊品除く）
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…４月分届出…

出生子 性別 保護者 地区

武者　宏
こうせい

青 男 雅晶・ 幸恵 玉　庭
小方　來

ら ら

桜 女 慶彦・ 麻衣 上奥田
長内　凜

りんか

華 女 秀介・みゆき 中小松
大河原寧

ね お

旺 男 直人・ 舞 黒　川
飯澤　寛

ひろと

翔 男 崇 ・ 晴美 西大塚
青木　順

じゅんや

哉 男 智美・ 則子 尾長島
神尾　朝

あさひ

日 男 亜希之・ 典子 下奥田

死亡者 年齢 世帯主 地区

横野　露子 ８５ 幸司 上小松
長澤久美子 ７６ 利雄 高　山
情野　清一 ８３ 清一 吉　田
原田　孝一 ８５ 正人 上小松
五十嵐とく ９１ とく 中小松
佐藤　英子 ８９ 英子 時　田
島津　信男 ８５ 信一 吉　田
磯部　年エ ８３ 市川一義 玉　庭
齋藤　正子 ６２ 　輔 中小松
長岡うめよ １０３ 信広 洲　島
荒瀬　槇雄 ７０ 槇雄 大　塚
鈴木　せい ９３ 博 時　田
田制　君子 ８７ 清輝 西大塚
髙橋　昭治 ８１ 昭治 玉　庭
島津　ふみ ９６ 徹 上小松
完　ミツノ ８６ ミツノ 高　山
髙橋きくの ９２ 壽之 玉　庭
竹田　秀子 ７８ 秀子 高　山
神尾　和夫 ７７ 和夫 上小松
竹田　光郎 ９０ 光郎 上小松
竹田　安造 ８３ 安造 大　舟
鈴木林右衞門 ９６ 林右衞門 時　田
五十嵐　孝 ７４ 孝 堀　金
佐藤　トク ８４ 　男 上小松
西谷　克彦 ６９ 克彦 上小松
　野　由雄 ７９ 勝雄 洲　島
髙橋　茂明 ５９ 茂明 莅
大山　純子 ５０ 昭一 東大塚
須貝　セノ ９７ 周一 小　松
五十嵐増雄 ４３ 清一 時　田
「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、届出の際に
窓口（町住民生活課）でお伝えください。
夜間火葬予約受付先：川西葬祭社
☎４２－２７４９（午後５時～９時）

新郎　　　　　　　新婦 地区
佐藤　浩旦 ♥ 梅津　直美 高　山
遠藤　　聡 ♥ 長岡　真弓 下平柳
渡部　龍平 ♥ 勝見　恵子 下小松
松岡　　健 ♥ 鈴木希衣子 西大塚

　　　　７人

　　　　４組

　　　　  　３０人

0 8 0—6008—8330
0 8 0—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

５月１６日～２２日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月２３日～２９日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００

鹿間工務店 ☎４２－３０３６

５月３０日～６月５日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２

齋藤設備 ☎４２－２４８０

６月６日～１２日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１

サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

６月１３日～１９日
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

㈱長沢建設 ☎４２－２２３０

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（保健師）

６月１３日㈪・２７日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

行 政 相 談 ６月１５日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

弁護士
消費生活相談

６月８日㈬
午後２時～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

５月の町税

●固定資産税・都市計画税
　（１期分）
●上下水道使用料（４月分）

口座振替日　５月３０日㊊
納付期限　　５月３１日㊋

川西町の人口

17,428 人（－46）
男　　　8,544 人（－ 14）
女　　　8,884 人（－ 32）
世帯数　5,279 世帯（＋ 1）

※４月末日現在の住民基本台帳人口

５月・６月

６月

2011年

かわにし行事予定カレンダーかわにし行事予定カレンダー月6
1

2 木

6 月

7 火

8

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

3

4 土

5 日

金

水

水

・口座振替納付日
（町県民税、上下水道料金、保育所・幼稚園料金）

・母子健康手帳交付（９：００～１３：００　町健康福祉課）

・すくすく赤ちゃん健康診査（１３：００～　生きがい交流館）

・母子健康手帳交付（９：００～１３：００　町健康福祉課）

・３歳児健康診査（１３：００～　生きがい交流館）

・ぴかぴか歯っぴい教室（９：２０～　生きがい交流館）

・献血（９：３０～１１：３０　㈱殖産工務所）

・各種検診（呼吸器・特定健診等）（７：３０～９：００　犬川地区交流センターえぐべ）
・健康相談（保健師）（１３：００～１６：００町健康福祉課）

・健康相談（保健師）（１３：００～１６：００町健康福祉課）

・行政相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・弁護士消費生活相談（１４：００～１６：００　健康福祉センター）

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・心配ごと相談（１３：３０～１６：００　健康福祉センター）

・中郡地区花いっぱい運動基準日

・高齢者大学中郡地区学部（９：３０～１１：３０　中郡地区交流センターみずほ）

・高齢者大学小松地区学部（８：００～）

・小松地区ソフトボール大会（８：３０～　多目的運動場）

・大塚地区バレーボール大会（８：３０～　大塚小学校グラウンド）

・犬川地区河川アダプト事業（６：００～　犬川地区内）

・犬川地区懇談会（犬川小学校）

・きらりよしじまネットワーク事務局会（１９：００～　吉島地区交流センターきらり）

・吉島燦燦塾（９：３０～　吉島小学校）

・吉島地区緑化推進事業保全隊（８：３０～　吉島地区内）

・新よしじま物語ワークショップ（１９：００～　吉島地区交流センターきらり）

・夢里創造研究所（１９：００～２１：００　東沢活性化センター）

・東沢地区協働のまちづくり運営委員会（１９：００～２１：００　東沢活性化センター）

・東沢地区まるごと感謝市・春祭り（８：３０～１７：００　東沢活性化センター）

・ひめさゆりウォーク（１０：３０～　羽前小松駅集合）

・戦没者追悼式（１０：００～　中央公民館大ホール） ・消防演習（８：３０～）

・東沢地区社会教育部合同研修会（１８：００～２１：００　東沢活性化センター）

・町学童相撲大会

・川西町将棋教室（１０：００～１１：３０）

・川西町パークゴルフ協会県外遠征

・第１９回川西町親善ゲートボール大会（町ホッケー場）

・川西町女子ゲートボール大会（多目的運動場） ・第２４回川西町選手権ゲートボール大会（町ホッケー場）

・川西町老人レクリエーション大会（９：００～　多目的運動場）

戸ノ

今ノ



エコマーク認定の再生紙と環境にやさしい大豆インクを使用しています

第９回　紅大豆　

編　

集　

後　

記

　

５
月
３
日
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
成

人
式
を
取
材
し
ま
し
た
。
元

気
な
20
歳
の
皆
さ
ん
を
前
に

写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
、
終

始
元
気
の
良
さ
と
パ
ワ
ー
の

違
い
に
圧
倒
さ
れ
、
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
も
７
、８
年
前
は

そ
ん
な
元
気
を
持
っ
て
い
た

は
ず
な
の
で
す
が
・
・
・
・

そ
の
パ
ワ
ー
を
分
け
て
欲
し

い
く
ら
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
明

る
く
元
気
に
歩
ん
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
新
成
人
の
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

植木 真理さん
うえき・まり　川西中学校３年　ホッケー部

悔いが残らないように一日一日を大切に
していきたいと思います
　統合を迎え１ケ月が過ぎ、ようやく川西中学校にも慣れてきまし
た。まだ戸惑うときもありますが、毎日楽しく学校生活を送ってい
ます。
　川西中学校の１年目ということで、プレッシャーも感じています
が、悔いが残らないように一日一日を大切にしていきたいと思いま
す。より良い川西中学校を築いていけるように頑張ります。

キラリ青春★
　平成２３年４月から町内３中学校が統合し、新生川西中学
校がスタートしました。このコーナーでは川西中学校生徒の
夢や目標を紹介しています。

関

▲この日は生徒会総会で使う資料をパソコンを使ってまとめていました
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